延慶本平家物語の「木曽最期」を読む by 武久 堅 & Tsuyoshi Takehisa
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
武
久
堅
は
じ
め
に
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
義
仲
の
光
芒
、
そ
の
光
の
穂
先
の
消
え
行
く
と
こ
ろ
、
延
慶
本
の
第
五
本
九
「
義
仲
都
ヲ
落
ツ
ル
事
、
義
仲
討
タ
ル
ル
事
」
の
章
で
あ
る
。
語
り
本
で
は
巻
九
の
「
河
原
合
戦
」
の
後
半
と
「
木
曽
最
期
」
に
相
当
す
る
。
義
仲
方
の
主
要
登
場
人
物
は
、
ま
ず
鞆
絵
。
次
に
粟
津
合
戦
ま
で
行
動
を
と
も
に
で
き
た
主
従
五
騎
の
四
人
、
手
塚
別
当
・
そ
の
甥
手
塚
太
郎
・
今
井
四
郎
兼
平
・
上
野
国
住
人
多
胡
次
郎
家
包
。
こ
れ
ら
の
人
物
に
は
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
外
側
に
展
開
す
る
多
様
な
伝
承
の
付
随
も
あ
れ
ば
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
限
っ
て
語
ら
れ
る
貴
重
な
人
物
も
あ
る
。
先
ず
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
延
慶
本
の
作
者
が
、
義
仲
と
共
有
し
た
時
空
間
に
存
在
し
た
こ
れ
ら
の
人
物
た
ち
を
、
い
か
に
物
語
に
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
た
か
、
そ
の
禁
欲
的
な
表
現
の
中
か
ら
、
義
仲
の
目
交
い
に
あ
り
え
た
か
れ
ら
と
の
交
流
の
確
認
で
あ
る
。
も
は
や
生
前
の
義
仲
に
は
無
縁
と
な
る
後
代
伝
承
を
、
義
仲
論
に
混
在
さ
せ
て
義
仲
の
光
芒
を
締
め
く
く
る
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
伝
承
研
究
と
し
て
は
有
意
で
あ
ろ
う
が
、
義
仲
最
期
の
再
現
に
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。
な
お
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
第
五
本
九
「
義
仲
都
ヲ
落
ツ
ル
事
、
義
仲
討
タ
ル
ル
事
」
は
、
勉
誠
出
版
の
活
字
本
で
は
一
行
三
八
文
字
で
百
八
行
、
そ
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
一
木
曽
ハ
『
若
ノ
事
ア
ラ
バ
、
院
取
リ
進
ラ
セ
テ
、
西
国
ヘ
御
幸
成
シ
進
セ
ム
』
ト
、
力
者
廿
余
人
ソ
ロ
ヘ
テ
置
キ
タ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
院
ノ
御
所
ニ
ハ
九
郎
義
経
参
リ
籠
リ
テ
守
護
シ
進
セ
ケ
レ
バ
、
取
リ
奉
ル
様
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
義
仲
『
今
ハ
カ
ウ
』
ト
思
ヒ
切
リ
テ
、
数
万
騎
ノ
中
ヘ
ヲ
メ
イ
テ
係
ケ
入
リ
テ
戦
ヒ
ケ
リ
。
こ
の
本
文
は
、
語
り
本
の
「
河
原
合
戦
」
後
半
も
末
尾
近
く
、
木
曽
は
『
も
し
の
事
あ
ら
ば
、
法
皇
を
と
り
ま
い
ら
せ
て
西
国
へ
落
ち
下
り
、
平
家
と
ひ
と
つ
に
な
ら
む
』
と
て
、
力
者
廿
人
そ
ろ
へ
た
り
け
れ
ど
も
、
御
所
に
は
九
郎
義
経
は
せ
参
っ
て
守
護
し
た
て
ま
つ
る
由
聞
こ
え
し
か
ば
、『
さ
ら
ば
』
と
て
、
数
万
騎
の
大
勢
の
中
へ
お
め
い
て
駆
け
入
る
。
に
対
応
す
る
。
こ
こ
か
ら
「
覚
一
本
」
で
は
「
木
曽
最
期
」
の
最
終
行
ま
で
で
、
古
典
文
学
大
系
で
は
一
行
三
五
文
字
で
、
百
二
行
で
あ
る
。
延
慶
本
の
方
が
や
や
分
量
は
多
い
が
、
格
段
の
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
延
慶
本
の
「
木
曽
都
落
ち
」「
河
原
合
戦
」「
木
曽
最
期
」
は
、
琵
琶
法
師
の
撰
述
を
被
る
余
地
の
な
い
、
ほ
と
ん
ど
完
成
の
域
に
達
し
た
本
文
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
分
量
に
大
差
は
な
い
も
の
の
、
延
慶
本
の
本
文
を
語
り
本
は
作
り
変
え
る
場
面
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
語
り
本
の
特
徴
を
押
さ
え
る
た
め
に
対
比
す
る
の
で
は
な
く
、
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
る
以
前
の
、
延
慶
本
に
留
め
る
義
仲
伝
承
の
源
泉
の
特
質
を
取
り
押
さ
え
る
た
め
に
、
そ
の
方
法
と
し
て
本
文
対
観
を
活
用
す
る
。
初
め
に
そ
の
構
成
を
押
さ
え
る
。
一
河
原
合
戦
、
主
従
七
騎
に
二
鞆
絵
三
今
井
四
郎
兼
平
と
の
打
出
の
浜
で
の
再
会
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
二
四甲
斐
の
一
条
次
郎
忠
頼
六
千
余
騎
を
前
に
義
仲
最
後
の
名
乗
り
。
鞆
絵
の
奮
戦
と
行
方
。
五
勢
多
へ
の
道
中
、
粟
津
辺
、
主
従
五
騎
。
１
、
手
塚
太
郎
光
盛
落
ち
行
く
２
、
手
塚
別
当
討
ち
死
に
３
、
上
野
国
住
人
多
胡
次
郎
家
包
生
け
捕
り
六
義
仲
・
今
井
主
従
二
騎
の
会
話
七
義
仲
の
最
期
八
兼
平
の
自
害
本
稿
は
、
こ
の
構
成
を
通
し
て
語
る
作
者
の
主
眼
の
解
明
に
あ
る
。
一
河
原
合
戦
、
主
従
七
騎
に
先
に
引
い
た
導
入
文
で
、
義
仲
の
最
終
的
段
取
り
は
、
法
皇
を
引
き
連
れ
て
の
「
西
国
落
ち
」
で
あ
っ
た
と
語
る
。
そ
の
西
国
に
は
平
家
が
陣
取
る
か
ら
、
法
皇
の
「
西
国
御
幸
」
は
、
平
家
と
の
合
流
を
意
味
す
る
と
し
て
、
語
り
本
は
「
平
家
と
ひ
と
つ
に
な
ら
む
と
」
を
補
う
。『
玉
葉
』
一
月
九
日
記
事
等
に
よ
る
と
、
直
前
ま
で
義
仲
は
確
か
に
平
家
と
の
「
和
平
」「
和
親
」
を
模
索
し
て
い
た
。
あ
る
い
は
法
皇
の
近
江
、
あ
る
い
は
北
陸
連
行
案
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「
力
者
廿
余
人
揃
え
」
も
一
応
実
態
の
反
映
と
推
考
さ
れ
る
。
肝
心
の
「
力
者
」
の
姿
は
本
文
の
ど
こ
に
も
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。『
玉
葉
』
に
は
、
後
白
河
院
の
御
幸
を
求
め
て
御
輿
を
御
所
に
差
し
寄
せ
た
際
、
従
う
軍
勢
三
四
十
騎
と
記
す
の
で
、
余
裕
の
あ
る
数
字
で
は
な
い
が
、
全
く
の
空
言
て
は
な
い
。
こ
こ
で
よ
く
知
ら
れ
た
義
仲
の
次
の
述
懐
が
入
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
三
「
カ
カ
ル
ベ
シ
ト
ダ
ニ
知
リ
タ
リ
セ
バ
、
今
井
ヲ
勢
多
ヘ
ハ
ヤ
ラ
ザ
ラ
マ
シ
物
ヲ
。
幼
少
竹
馬
ノ
昔
ヨ
リ
、『
若
ノ
事
ア
ラ
バ
、
手
ヲ
取
リ
ク
ミ
テ
一
所
ニ
テ
死
ナ
ム
』
ト
コ
ソ
契
リ
シ
物
ヲ
、
所
々
ニ
臥
サ
ム
事
コ
ソ
口
惜
シ
カ
ル
ベ
シ
。
今
井
ガ
ユ
ク
ヘ
ヲ
見
バ
ヤ
」
こ
の
心
内
語
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
今
井
四
郎
兼
平
と
幼
少
竹
馬
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
考
察
を
加
え
た
が
⑴
、
い
わ
ゆ
る
「
木
曽
最
期
」
の
考
察
と
い
う
角
度
か
ら
も
う
一
度
読
み
解
き
た
い
。
も
の
心
つ
い
て
以
来
の
両
者
を
つ
な
ぐ
紐
帯
が
、
今
、
予
期
せ
ぬ
事
態
の
展
開
の
前
で
、
無
惨
に
も
切
れ
よ
う
と
す
る
。「
手
ヲ
取
り
組
ミ
テ
」
は
、
こ
の
直
後
の
兼
平
と
の
再
会
の
場
面
で
実
現
す
る
。「
所
々
ニ
臥
サ
ム
事
コ
ソ
口
惜
シ
カ
ル
ベ
ケ
レ
」
に
、
や
が
て
お
と
づ
れ
る
で
あ
ろ
う
光
景
が
義
仲
に
は
、
今
実
景
と
し
て
、
そ
の
網
膜
に
映
ず
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
心
内
語
と
は
い
え
、
周
囲
に
ま
だ
ま
だ
従
者
は
い
た
か
ら
、
そ
し
て
彼
ら
の
何
人
か
は
生
き
残
っ
た
か
ら
、
義
仲
の
真
性
の
言
葉
伝
承
と
受
け
止
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
同
じ
言
葉
伝
承
は
、
兼
平
と
の
再
会
後
、
粟
津
の
松
原
で
自
害
を
勧
め
る
兼
平
に
対
し
て
、
再
度
義
仲
の
口
か
ら
漏
ら
さ
れ
る
。
二
人
き
り
の
場
面
の
、
そ
し
て
二
人
は
こ
の
直
後
に
落
命
す
る
最
終
会
話
は
、
こ
の
場
面
、
す
な
わ
ち
都
落
ち
に
際
し
て
の
義
仲
の
心
情
吐
露
の
言
葉
伝
承
の
再
活
用
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
二
人
き
り
に
な
っ
て
か
ら
の
会
話
を
誰
が
聞
き
と
め
た
の
か
と
疑
問
視
す
る
の
は
無
用
の
詮
索
で
あ
る
。
再
会
後
で
は
、
「
都
ニ
テ
打
チ
死
ニ
ス
ベ
カ
リ
ツ
ル
ニ
、
コ
コ
マ
デ
来
ツ
ル
ハ
、『
汝
ト
一
所
ニ
テ
死
ナ
ム
』
ト
思
ヒ
テ
ナ
リ
。
纔
ニ
二
騎
ニ
成
リ
テ
、
所
々
ニ
臥
サ
ム
事
コ
ソ
口
惜
シ
カ
ル
ベ
ケ
レ
」
と
、「
纔
ニ
二
騎
ニ
成
リ
テ
」
が
加
わ
っ
て
切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
把
握
の
認
識
が
強
調
さ
れ
、
二
回
持
ち
込
ま
れ
る
義
仲
の
言
葉
伝
承
は
と
も
に
「
口
惜
シ
カ
ル
ベ
ケ
レ
」
で
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
平
家
物
語
の
武
者
た
ち
は
、
い
や
男
に
限
ら
ず
女
も
「
口
惜
し
い
」
の
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
四
心
情
を
、
究
極
の
無
念
と
し
て
、
切
羽
詰
ま
っ
た
場
面
で
し
ば
し
ば
漏
ら
す
。
義
仲
は
登
場
以
来
こ
の
段
階
で
初
め
て
こ
の
心
情
を
吐
露
す
る
こ
と
に
な
る
。
義
仲
は
、「
口
惜
シ
」
と
い
う
究
極
の
無
念
を
、
今
井
四
郎
兼
平
、
こ
の
「
乳
兄
弟
」
と
引
き
裂
か
れ
る
と
い
う
事
態
に
直
面
し
て
発
し
た
。
同
じ
究
極
の
無
念
と
し
て
、
延
慶
本
の
平
清
盛
も
、
そ
の
死
に
臨
ん
で
時
子
と
一
門
の
人
々
に
語
っ
た
遺
言
伝
承
に
こ
の
表
現
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
前
後
は
省
く
が
、
「
但
シ
、
最
後
ニ
安
カ
ラ
ズ
思
ヒ
置
ク
事
ア
リ
。
流
人
頼
朝
ガ
首
ヲ
ミ
ザ
リ
ツ
ル
事
コ
ソ
口
惜
シ
ケ
レ
。
死
出
ノ
山
ヲ
安
ク
越
ユ
ベ
シ
ト
モ
覚
エ
ズ
」
（
第
三
本
十
三
「
大
政
入
道
他
界
ノ
事
、
付
ケ
タ
リ
様
々
ノ
怪
異
共
有
ル
事
」）
一
つ
の
時
代
を
一
身
に
背
負
っ
て
戦
っ
た
清
盛
の
「
究
極
の
無
念
」
と
、
同
じ
く
己
が
時
代
を
切
り
拓
か
ん
と
し
て
立
ち
上
が
り
つ
つ
も
、
そ
の
入
り
口
で
挫
折
し
た
義
仲
の
「
究
極
の
無
念
」
と
に
は
、「
流
人
頼
朝
の
首
を
我
が
墓
に
懸
け
よ
」
と
「
乳
兄
弟
兼
平
と
一
所
で
臥
さ
む
」
と
に
端
的
に
対
比
さ
れ
る
、
実
質
的
隔
絶
が
横
た
わ
る
。
一
方
の
本
質
は
、
高
熱
地
獄
の
「
あ
つ
ち
死
」
に
臨
ん
で
絞
り
出
さ
れ
る
、
清
盛
生
涯
の
「
敵
対
者
へ
の
執
念
」
で
あ
り
、
他
方
の
内
質
は
、
薄
氷
の
湖
畔
に
迫
る
中
有
へ
の
旅
立
ち
を
予
感
し
て
漏
ら
さ
れ
る
、
義
仲
半
生
を
包
み
込
む
「
乳
兄
弟
と
い
う
名
の
肉
親
へ
の
情
義
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
値
打
ち
の
軽
重
を
問
う
た
め
に
清
盛
を
引
き
合
い
に
出
す
の
で
は
な
い
。「
口
惜
し
」
こ
の
一
語
を
通
し
て
表
象
さ
れ
る
、
一
個
の
人
間
の
内
実
の
在
り
方
の
質
的
差
異
の
把
握
を
通
し
て
、
語
り
本
で
「
木
曽
最
期
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
章
の
本
来
の
主
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
延
慶
本
は
義
仲
の
心
中
を
支
配
す
る
今
井
兼
平
へ
の
執
着
を
形
象
す
る
こ
と
に
、
こ
の
章
の
主
題
を
見
定
め
て
場
面
は
構
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
延
慶
本
の
河
原
合
戦
は
、
六
条
河
原
、
三
条
河
原
の
間
で
五
六
度
駆
け
靡
か
せ
て
と
あ
る
の
み
で
、
場
面
は
そ
の
ま
ま
北
国
落
ち
へ
進
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
五
む
。
去
年
ノ
秋
、
北
国
ノ
大
将
軍
ト
シ
テ
上
リ
シ
ニ
ハ
、
五
万
余
騎
ナ
リ
シ
カ
ド
モ
、
今
粟
田
口
ニ
打
出
ノ
関
山
ヘ
カ
カ
リ
シ
カ
バ
、
其
ノ
勢
僅
カ
ニ
主
従
七
騎
ニ
成
リ
ニ
ケ
リ
。
マ
シ
テ
中
有
ノ
旅
ノ
空
思
ヒ
遣
レ
テ
哀
レ
ナ
リ
。
語
り
本
の
「
河
原
合
戦
」
が
末
尾
と
し
た
名
句
で
あ
る
。「
去
年
ノ
秋
」
は
寿
永
二
年
七
月
二
十
五
日
の
入
洛
を
指
す
。「
北
国
ノ
大
将
軍
」
は
作
者
の
義
仲
へ
の
尊
称
で
あ
る
。「
五
万
余
騎
」
が
義
仲
軍
に
使
用
さ
れ
る
の
は
前
後
七
回
あ
る
。
最
初
に
こ
の
数
字
が
達
成
さ
れ
た
の
は
、
治
承
五
年
六
月
の
、
信
濃
国
千
隈
河
横
田
河
原
で
、
城
四
郎
長
茂
と
対
戦
し
た
戦
勝
後
で
、
城
四
郎
長
茂
を
追
い
落
と
し
越
後
國
府
を
手
中
に
収
め
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
北
陸
道
七
ケ
国
ノ
兵
共
、
皆
木
曽
ニ
付
キ
テ
、
従
フ
輩
誰
々
ゾ
。（
第
三
本
廿
六
「
城
四
郎
ト
木
曽
ト
合
戦
ノ
事
」）
と
あ
っ
て
、
越
後
国
（
稲
津
新
介
・
斉
藤
太
・
平
泉
寺
長
吏
斉
明
威
儀
師
）、
加
賀
国
（
林
・
富
樫
・
井
上
・
津
端
）、
能
登
国
（
土
田
）、
越
中
国
（
野
尻
・
河
上
・
石
黒
・
宮
崎
・
佐
美
太
郎
）
の
名
が
記
さ
れ
、
木
曽
、
悦
ビ
テ
、
信
濃
馬
一
疋
ヅ
ツ
タ
ビ
ニ
ケ
ル
。
サ
テ
コ
ソ
五
万
余
騎
ニ
ハ
成
リ
ニ
ケ
レ
。
と
叙
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
一
年
余
の
間
、「
五
万
余
騎
」
は
義
仲
に
動
か
な
い
常
套
表
現
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
延
慶
本
は
鎌
倉
方
な
ど
の
軍
勢
に
も
「
五
万
六
千
余
騎
」
な
ど
合
わ
せ
て
五
回
、
こ
の
数
字
を
使
用
す
る
の
で
、
義
仲
に
専
売
特
許
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
義
仲
伝
承
を
採
録
す
る
作
者
が
、
こ
の
数
字
に
義
仲
勢
を
象
徴
す
る
不
動
の
重
み
を
付
与
し
て
い
る
と
解
し
て
間
違
い
は
な
い
。
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
六
逢
坂
の
関
越
え
の
「
打
出
ノ
関
山
ヘ
カ
カ
リ
シ
カ
バ
」
も
、
第
三
末
九
「
火
燧
城
合
戦
ノ
事
、
付
ケ
タ
リ
斉
明
ガ
還
中
ノ
事
」
の
末
尾
に
、
火
燧
城
の
落
城
を
聞
く
義
仲
に
、
木
曽
、
此
ノ
事
ヲ
聞
キ
テ
大
キ
ニ
驚
キ
、
五
万
余
騎
ニ
テ
打
出
テ
関
山
ヲ
越
エ
テ
砺
浪
山
ヘ
ゾ
向
カ
ヒ
ケ
ル
。
が
あ
り
、「
打
出
テ
関
山
ヲ
越
エ
」
の
「
打
出
テ
」
は
動
詞
、
信
濃
越
後
の
国
境
の
「
関
山
」
は
固
有
名
詞
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
「
打
出
」
は
も
ち
ろ
ん
琵
琶
湖
畔
に
「
打
出
の
浜
」
が
あ
り
、「
関
山
」
も
「
逢
坂
の
関
」
で
不
都
合
は
な
い
が
、「
粟
田
口
ニ
打
出
ノ
関
山
」
は
実
地
性
が
弱
い
。
義
仲
伝
承
の
固
定
表
現
の
一
つ
と
解
さ
れ
よ
う
。
逢
坂
の
関
を
東
に
脱
出
し
た
義
仲
の
都
落
ち
を
、「
七
騎
落
ち
」
の
型
に
嵌
め
て
叙
述
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。「
中
有
ノ
旅
ノ
空
」
は
死
出
の
山
へ
の
寂
し
い
覚
悟
を
伝
え
る
表
現
で
あ
る
。
語
り
本
が
「
河
原
合
戦
」
の
締
め
く
く
り
に
置
く
だ
け
の
、「
都
落
ち
」
の
義
仲
の
心
証
を
表
象
す
る
に
足
る
対
句
で
あ
ろ
う
。
二
鞆
絵
次
に
鞆
絵
の
描
写
の
検
討
に
は
い
る
。
七
騎
ガ
中
ノ
一
騎
ハ
鞆
絵
ト
云
ヘ
ル
美
女
也
。
「
美
女
」
は
延
慶
本
に
六
例
あ
る
。
１
就
中
、
此
ノ
俊
寛
僧
都
ト
成
親
卿
ト
殊
更
親
シ
ク
昵
ビ
ケ
ル
事
ハ
、
新
大
納
言
ノ
内
ニ
、
松
、
鶴
ト
テ
二
人
ノ
美
女
有
リ
ケ
リ
。
俊
寛
、
彼
ノ
二
人
ヲ
思
ヒ
テ
通
ヒ
ケ
ル
程
ニ
、
鶴
ハ
今
ス
コ
シ
容
皃
ハ
増
リ
タ
リ
、
松
ハ
少
シ
劣
リ
タ
レ
ド
モ
、
心
ザ
マ
ワ
リ
ナ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
松
ニ
ウ
ツ
リ
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
七
テ
、
子
息
一
人
儲
ケ
タ
リ
ケ
ル
故
ニ
、
大
納
言
モ
隔
テ
ナ
ク
打
チ
憑
ミ
語
ラ
ヒ
ケ
ル
間
、
与
力
シ
タ
リ
ケ
ル
也
。
（
第
一
本
廿
一
「
成
親
卿
人
々
語
リ
テ
、
鹿
谷
ニ
寄
リ
合
フ
事
」）
こ
の
二
人
の
「
美
女
」
は
、
二
人
と
も
い
わ
ゆ
る
「
美
人
」
だ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
後
世
の
語
釈
な
が
ら
世
に
知
ら
れ
る
『
貞
丈
雑
記
』
の
い
う
「
非
上
」（
げ
す
・
は
し
た
）
で
あ
ろ
う
。
２
第
四
ノ
願
ニ
ハ
『
御
娘
五
人
ノ
姫
君
、
何
モ
王
城
一
ノ
美
女
也
。
彼
ヲ
以
テ
芝
田
楽
セ
サ
セ
テ
見
セ
進
セ
ム
』
ト
ノ
御
志
切
ナ
レ
ド
モ
、
摂
政
関
白
ノ
御
娘
達
、
イ
カ
ガ
サ
様
ノ
振
舞
ヲ
バ
セ
サ
セ
奉
ル
ベ
キ
。
（
第
一
本
「
後
二
条
関
白
殿
滅
ビ
給
フ
事
」）
場
面
は
後
二
条
関
白
師
通
の
病
気
平
癒
祈
願
に
立
て
ら
れ
た
、
母
北
の
政
所
の
第
四
の
願
で
あ
る
。「
王
城
一
の
美
女
」「
姫
君
」
が
『
貞
丈
雑
記
』
に
い
う
「
非
上
」
の
意
で
は
具
合
が
悪
い
。
こ
の
方
は
今
日
の
「
美
人
」
で
な
け
れ
ば
通
じ
ま
い
。
３
太
子
（
燕
の
丹
）
イ
ヨ
イ
ヨ
荊
軻
ヲ
貴
ビ
テ
、
燕
国
ノ
大
臣
ニ
成
シ
テ
、
日
々
ニ
モ
テ
ナ
シ
カ
シ
ヅ
ク
。
車
馬
、
財
宝
、
美
女
ニ
至
ル
マ
デ
荊
軻
ガ
心
ニ
任
セ
タ
リ
。
（
第
二
中
「
燕
丹
ノ
滅
ビ
シ
事
」）
こ
の
用
例
は
併
記
さ
れ
る
語
例
「
車
馬
、
財
宝
」
か
ら
み
て
、「
非
上
」
系
で
あ
ろ
う
。
４
加
様
ニ
（
行
方
不
明
の
小
督
を
思
う
高
倉
上
皇
の
）
御
嘆
キ
ノ
色
深
カ
リ
ケ
ル
ヲ
、
入
道
ネ
タ
マ
シ
ク
悪
キ
事
ニ
思
ヒ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
御
呵
責
ノ
女
房
、
美
女
ヲ
モ
呼
ビ
取
リ
テ
、
人
一
人
モ
付
ケ
マ
ヒ
ラ
セ
ズ
シ
テ
、
参
内
シ
給
フ
。
（
第
三
本
五
「
小
督
局
内
裏
ヘ
召
サ
ル
ル
事
」）
こ
の
用
例
は
、「
御
介
錯
の
女
房
」
と
併
記
さ
れ
る
か
ら
や
は
り
「
非
上
」
系
で
あ
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
八
５
（
手
越
の
長
者
の
娘
・
千
手
）「
兵
衛
佐
殿
ヨ
リ
、
御
呵
責
ニ
参
レ
ト
候
」
ト
申
シ
ケ
レ
バ
、
鹿
野
介
近
ク
候
ヒ
ケ
ル
ガ
、「
ナ
ニ
ト
カ
ク
ナ
申
サ
レ
ソ
。
早
参
リ
給
ヘ
」
ト
云
ヒ
ケ
レ
バ
、
女
房
内
ヘ
参
リ
ヌ
。
其
ノ
後
、
年
十
六
七
計
ナ
ル
美
女
、
紫
ノ
小
袖
着
テ
、
手
箱
ノ
蓋
ニ
櫛
入
レ
テ
、
持
チ
テ
参
リ
タ
リ
。
中
将
（
重
衡
）
イ
カ
ケ
シ
テ
上
ガ
リ
給
ヒ
ニ
ケ
リ
。
（
第
五
末
九
「
重
衡
卿
、
千
手
ト
酒
盛
リ
ノ
事
」）
こ
の
「
美
女
」
も
、「
御
呵
責
」
役
の
千
手
が
従
え
る
、
櫛
の
入
っ
た
手
箱
を
持
つ
湯
女
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
「
は
し
た
女
」
で
あ
る
。鞆
絵
の
「
美
女
」
は
、
延
慶
本
の
中
で
の
使
用
例
か
ら
だ
け
で
も
、
唯
一
摂
関
家
北
の
政
所
の
「
姫
君
」
に
例
の
あ
る
「
美
人
」
系
と
解
す
る
よ
り
、
他
の
四
例
に
基
づ
き
、「
便
女
」
の
表
記
に
よ
せ
て
既
に
解
か
れ
て
い
る
下
働
き
の
女
性
の
意
で
受
け
止
め
る
の
が
、
語
例
か
ら
推
し
て
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。「
鞆
絵
ト
云
ヘ
ル
」
と
言
う
表
現
も
そ
の
こ
と
を
後
押
し
し
て
い
る
。『
源
平
盛
衰
記
』
の
「
木
曽
殿
に
は
葵
、
巴
と
て
二
人
の
女
将
軍
あ
り
」
と
か
、「
四
部
合
戦
状
本
」
の
「
女
武
者
、
鞆
絵
ト
云
フ
美
女
」
の
「
女
将
軍
」「
女
武
者
」
は
、
共
に
伝
承
と
言
え
ば
聞
こ
え
が
い
い
が
、
義
仲
の
あ
づ
か
り
知
ら
ぬ
後
世
の
雑
音
で
あ
る
。
同
じ
読
み
本
系
で
あ
る
が
長
門
本
は
「
美
女
」
と
い
う
表
現
を
動
か
し
て
い
な
い
。
続
く
鞆
絵
の
装
束
に
検
討
を
加
え
る
。
紫
皮
ノ
ケ
チ
ヤ
ウ
ノ
ヒ
タ
タ
レ
ニ
、
萌
黄
ノ
腹
巻
ニ
、
重
藤
ノ
弓
ニ
ウ
ス
ベ
ウ
ノ
矢
ヲ
負
ヒ
、
白
葦
毛
ナ
ル
馬
ノ
太
ク
呈
シ
キ
ニ
、
小
舳
絵
ス
リ
タ
ル
貝
鞍
置
キ
テ
ゾ
乗
リ
タ
リ
ケ
ル
。
「
紫
皮
」「
ケ
チ
ヤ
ウ
ノ
ヒ
タ
タ
レ
」「
小
舳
絵
」「
貝
鞍
」
は
す
べ
て
延
慶
本
の
孤
例
で
あ
る
。「
ウ
ス
ベ
ウ
ノ
矢
」（「
薄
部
尾
の
矢
」「
護
田
鳥
尾
の
矢
」）
は
、
一
の
谷
坂
落
と
し
の
畠
山
重
忠
に
「
ウ
ス
ベ
ヲ
ノ
矢
」
の
例
が
あ
る
が
、
多
用
さ
れ
る
装
束
で
は
な
い
。
鞆
絵
の
描
写
は
、
固
有
の
伝
承
の
反
映
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
九
木
曽
ハ
幼
少
ヨ
リ
、
同
ジ
様
ニ
ソ
ダ
チ
テ
、
ウ
デ
オ
シ
、
首
引
キ
ナ
ム
ド
云
フ
力
態
、
係
ケ
組
ミ
テ
シ
ケ
ル
ニ
、
少
シ
モ
劣
ラ
ザ
リ
ケ
ル
。
カ
カ
リ
シ
カ
バ
、
木
曽
身
近
ク
ツ
カ
ハ
レ
ケ
ル
。
「
幼
少
」
の
語
例
は
十
一
回
あ
り
、
内
三
回
が
義
仲
伝
承
に
あ
り
、「
幼
少
竹
馬
」
が
兼
平
の
場
合
の
語
例
で
、
他
は
願
書
本
文
の
中
の
義
仲
の
「
幼
少
」
と
こ
の
鞆
絵
の
場
合
で
あ
る
。
他
に
八
回
の
例
が
あ
る
か
ら
、
固
有
の
表
現
と
は
限
定
し
が
た
い
。「
腕
押
し
」「
首
引
チ
カ
ラ
ワ
ザ
き
」「
力
態
」
は
共
に
延
慶
本
で
鞆
絵
の
場
合
の
み
の
孤
例
。「
力
態
、
係
ケ
組
ミ
テ
シ
ケ
ル
ニ
」
の
「
係
ケ
組
ミ
テ
」
は
場
面
的
に
や
や
解
し
が
た
い
表
現
で
あ
る
。
石
橋
山
合
戦
の
場
で
文
三
家
安
の
言
葉
に
、「
幼
少
ヨ
リ
、
カ
ケ
組
ム
事
ハ
習
ヒ
タ
レ
ド
モ
、
逃
グ
ル
事
ハ
未
ダ
シ
ラ
ズ
」
と
あ
り
、
こ
の
場
合
「
駆
け
組
む
事
」
は
馬
上
の
組
み
打
ち
戦
を
指
す
。「
逃
グ
ル
事
」（
敵
前
逃
走
）
が
対
と
し
て
引
か
れ
る
か
ら
「
駆
け
組
む
」
は
騎
馬
戦
で
好
戦
的
振
舞
い
を
指
す
。
義
仲
鞆
絵
の
「
腕
押
し
」「
首
引
き
」
と
い
う
「
力
態
」
を
、
こ
こ
で
は
地
上
戦
で
は
な
く
、
激
し
い
馬
上
戦
と
し
て
「
係
ケ
組
ミ
テ
」
て
競
っ
た
の
意
で
あ
ろ
う
か
。「
木
曽
身
近
ク
ツ
カ
ハ
レ
ケ
ル
」
は
先
の
「
は
し
た
女
」
系
の
解
釈
に
合
致
す
る
。
こ
の
二
行
の
叙
述
、
特
に
「
力
態
」
に
は
、
義
仲
の
幼
少
年
期
を
語
る
養
父
仲
原
兼
遠
の
会
話
文
中
の
三
つ
の
表
現
、
馬
ニ
モ
シ
タ
タ
カ
ニ
乗
リ
、
空
ヲ
飛
ブ
鳥
、
地
走
ル
獣
ノ
矢
ゴ
ロ
ナ
ル
、
射
ハ
ヅ
ス
事
ナ
シ
。
カ
チ
立
チ
、
馬
ノ
上
、
実
ニ
天
ノ
授
ケ
タ
ル
態
也
。
無
下
ナ
ル
態
ヲ
バ
セ
サ
セ
タ
ク
モ
ナ
シ
。
万
ヅ
タ
ノ
モ
シ
キ
態
カ
ナ
。
（
以
上
、
第
三
本
七
「
木
曽
義
仲
成
長
ス
ル
事
」）
の
「
態
」
と
い
う
把
握
の
仕
方
と
通
う
も
の
が
あ
る
。
鞆
絵
の
場
合
は
、
今
日
い
う
「
男
勝
り
」
の
女
性
勇
者
像
を
表
象
し
て
い
る
。
続
く
場
面
で
鞆
絵
は
、
馬
上
で
近
付
く
二
人
の
武
者
の
鎧
の
綿
噛
み
を
両
脇
に
掻
き
挟
み
、
ひ
と
締
め
食
ら
わ
す
と
、
二
人
の
武
者
の
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
一
〇
頭
は
同
時
に
「
モ
ジ
ケ
テ
」
死
ん
だ
と
い
う
。「
モ
ジ
ケ
ル
」
と
い
う
動
詞
は
こ
れ
も
孤
例
で
あ
る
。
場
面
は
叙
述
ど
お
り
と
す
れ
ば
、
粟
田
口
を
過
ぎ
、
逢
坂
の
関
を
越
え
、
主
従
七
騎
と
な
っ
た
以
降
で
、
義
仲
の
眼
前
に
展
開
し
た
鞆
絵
の
活
躍
ぶ
り
は
、
鎌
倉
勢
に
も
目
撃
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
作
者
は
も
う
一
押
し
鞆
絵
論
を
語
る
。
女
ナ
レ
ド
モ
、
究
竟
ノ
甲
ノ
者
、
強
弓
精
兵
、
矢
ツ
ギ
早
ノ
手
キ
キ
ナ
リ
。
軍
ゴ
ト
ニ
身
ヲ
放
タ
ズ
、
具
セ
ラ
レ
ケ
リ
。
齢
三
十
計
也
。
童
部
ヲ
仕
フ
様
ニ
朝
夕
仕
ヒ
ケ
リ
。
女
に
「
女
ナ
レ
ド
モ
」
と
用
い
る
用
例
は
延
慶
本
に
は
他
に
例
が
な
い
。
語
釈
は
不
要
で
あ
ろ
う
が
、
表
現
者
の
意
図
は
、
鞆
絵
に
「
究
竟
ノ
甲
ノ
者
、
強
弓
精
兵
、
矢
ツ
ギ
早
ノ
手
キ
キ
ナ
リ
」
と
叙
述
す
る
違
和
感
へ
の
一
言
で
あ
ろ
う
。「
甲
ノ
者
」
に
は
笹
川
祥
生
氏
に
大
局
的
考
察
が
あ
る
⑵
。
鞆
絵
の
場
合
に
言
及
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
が
、
延
慶
本
の
「
剛
の
者
」
像
に
は
、
い
さ
さ
か
振
幅
が
あ
る
と
の
結
論
を
考
慮
に
い
れ
て
も
、
こ
こ
は
一
般
的
用
例
の
「
大
力
の
剛
の
者
」
に
当
て
は
ま
り
、
続
く
「
強
弓
精
兵
」
は
文
句
な
く
こ
れ
に
該
当
す
る
。「
童
部
ヲ
仕
フ
様
ニ
朝
夕
仕
ヒ
ケ
リ
」
も
ま
た
鞆
絵
が
「
非
上
」
系
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
義
仲
は
こ
の
年
三
十
一
歳
と
さ
れ
る
か
ら
、
鞆
絵
を
年
齢
三
十
ば
か
り
と
す
る
延
慶
本
の
設
定
で
は
ほ
ぼ
同
年
齢
と
考
え
ら
れ
る
。「
長
門
本
」
は
三
十
二
歳
、『
源
平
盛
衰
記
』
は
廿
八
と
若
く
作
る
。
な
お
後
続
の
場
面
で
延
慶
本
の
兼
平
は
三
十
二
歳
と
名
乗
る
。「
長
門
本
」『
源
平
盛
衰
記
』
は
こ
の
名
乗
り
か
ら
年
齢
を
削
除
す
る
。
鞆
絵
の
出
自
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
行
動
様
式
か
ら
、
義
仲
が
仲
原
兼
遠
に
引
き
取
ら
れ
た
幼
少
期
か
ら
乳
兄
弟
た
ち
と
も
時
空
間
を
共
有
す
る
生
育
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
鞆
絵
が
再
登
場
す
る
の
は
、
打
出
の
浜
で
の
義
仲
と
兼
平
の
再
会
後
と
な
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
一
一
三今
井
四
郎
兼
平
と
の
打
出
の
浜
で
の
再
会
打
出
の
浜
で
の
兼
平
と
の
再
会
に
先
立
っ
て
、
こ
れ
も
名
句
と
し
て
語
ら
れ
る
、
木
曽
ハ
竜
花
ヲ
越
エ
テ
北
国
ヘ
赴
ク
ト
モ
聞
エ
ケ
リ
。
中
坂
ニ
カ
カ
リ
テ
丹
波
国
ヘ
落
ツ
ル
ト
モ
云
ヒ
ケ
ル
ガ
、
サ
ハ
ナ
ク
テ
、
乳
母
子
ノ
今
井
ガ
行
ヘ
ヲ
尋
ネ
ム
ト
テ
、
勢
多
ノ
方
ヘ
行
キ
ケ
ル
ガ
、
打
出
ノ
浜
ニ
テ
行
キ
合
ヒ
ヌ
。
先
ず
「
竜
花
ヲ
越
エ
テ
北
国
」
で
あ
る
が
、『
玉
葉
』
寿
永
三
年
正
月
二
十
日
条
は
、「
義
仲
、
京
中
を
焼
き
払
っ
て
、
北
陸
道
に
落
つ
べ
し
」
と
の
風
説
を
書
留
め
て
い
る
か
ら
、
全
く
の
虚
言
で
は
な
い
⑶
。「
長
坂
に
カ
カ
リ
テ
」
は
、
こ
れ
も
『
玉
葉
』
よ
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
日
の
記
事
に
、
院
の
連
行
に
失
敗
し
た
義
仲
が
、
一
旦
は
「
長
坂
方
」
に
懸
か
ら
ん
と
し
た
が
、
勢
多
の
手
に
合
流
す
る
た
め
、
東
に
向
か
い
、
粟
津
の
辺
で
討
ち
取
ら
れ
た
と
記
す
の
で
、
延
慶
本
の
情
報
は
兼
実
の
記
録
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
延
慶
本
が
加
え
た
の
は
勢
多
移
動
の
目
的
と
な
る
「
乳
母
子
ノ
今
井
ガ
行
ヘ
ヲ
尋
ネ
ム
ト
テ
」
だ
け
で
あ
る
。『
玉
葉
』
は
こ
の
日
の
日
記
に
「
勢
多
」
と
い
う
地
名
を
三
回
も
記
す
が
、
そ
こ
に
乳
母
子
今
井
兼
平
の
い
る
こ
と
な
ど
に
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。「
今
井
ガ
行
ヘ
」
と
い
う
加
筆
に
こ
そ
物
語
作
者
の
関
心
は
集
約
さ
れ
、「
木
曽
最
期
」
は
記
録
を
超
え
る
内
質
を
保
証
さ
れ
る
。
今
井
ハ
五
百
余
騎
ノ
勢
ニ
テ
有
リ
ケ
ル
ガ
、
勢
多
ニ
テ
皆
係
ケ
散
ラ
サ
レ
テ
、
幡
ヲ
巻
カ
セ
テ
三
十
騎
ニ
テ
京
ヘ
入
リ
ケ
ル
ガ
、
木
曽
、
今
井
ノ
四
郎
ト
見
テ
ケ
レ
バ
、
互
ニ
一
町
計
ヨ
リ
、
ソ
レ
ト
目
ヲ
カ
ケ
テ
、
小
馬
ヲ
早
メ
テ
ヨ
リ
合
ヒ
ヌ
。
語
り
手
の
叙
述
の
視
点
が
一
転
し
て
今
井
方
に
移
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
本
来
異
な
る
場
面
の
伝
承
が
、
一
つ
の
主
題
の
元
に
結
集
さ
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
一
二
れ
た
物
語
と
し
て
再
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
叙
述
の
主
体
は
「
幡
ヲ
巻
カ
セ
テ
」
京
に
向
か
う
今
井
に
あ
る
。
次
な
る
一
句
は
延
慶
本
と
語
り
本
と
で
行
動
様
式
が
大
き
く
異
な
る
。
延
慶
本
は
、
轡
ヲ
並
ベ
テ
、
木
曽
ト
今
井
ト
手
ヲ
取
リ
組
ミ
テ
悦
ビ
ケ
リ
。
木
曽
、
宣
ヒ
ケ
ル
ハ
、
と
あ
る
。
こ
れ
を
覚
一
本
は
、
木
曽
殿
、
今
井
が
手
を
と
っ
て
の
給
ひ
け
る
は
、
と
改
め
る
。
先
ず
「
轡
ヲ
並
ベ
テ
」
が
消
さ
れ
る
。
次
に
「
木
曽
ト
今
井
ト
」「
手
ヲ
取
リ
組
ミ
テ
」
と
あ
っ
た
こ
の
同
時
対
等
の
手
を
取
り
組
む
行
為
が
、「
木
曽
殿
、
今
井
が
手
を
と
っ
て
」
と
、
上
位
の
者
「
殿
」
が
、
下
位
者
の
手
を
取
る
の
で
あ
る
。
語
り
本
が
「
轡
ヲ
並
ベ
テ
」
の
「
並
ぶ
」
状
態
を
退
け
た
理
由
が
こ
こ
で
は
っ
き
り
す
る
。
義
仲
の
「
乳
兄
弟
」
は
、
た
し
か
に
今
井
に
は
「
主
従
」
で
あ
る
。
上
下
の
関
係
の
設
定
は
誤
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
「
乳
兄
弟
」
は
肉
親
で
あ
り
、
義
仲
に
と
っ
て
今
井
は
兄
で
あ
る
。
義
仲
を
語
る
延
慶
本
の
論
理
は
「
木
曽
ト
今
井
ト
」
と
い
う
同
時
対
等
の
行
為
の
認
識
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
延
慶
本
の
論
理
が
覚
一
本
で
も
う
一
回
す
り
変
わ
る
場
面
が
あ
る
。
延
慶
本
の
会
話
を
引
く
。
（
木
曽
）「
去
年
栗
柄
ガ
谷
ヲ
落
ト
シ
テ
ヨ
リ
以
降
、
敵
ニ
後
ロ
ヲ
ミ
セ
ズ
。
兵
衛
佐
ノ
思
ハ
ム
事
モ
ア
リ
。
都
ニ
テ
九
郎
ト
打
死
ニ
セ
ム
ト
思
ヒ
ツ
ル
ガ
、
汝
ト
一
所
ニ
テ
ト
モ
カ
ウ
モ
成
リ
ナ
ム
ト
思
ヒ
テ
、
是
マ
デ
来
ツ
ル
ナ
リ
」
ト
云
ヘ
バ
、
今
井
ハ
涙
ヲ
流
シ
テ
申
シ
ケ
ル
ハ
、「
仰
セ
ノ
如
ク
敵
ニ
後
ロ
ヲ
見
ス
ベ
キ
ニ
ハ
候
ハ
ズ
。
勢
多
ニ
テ
何
ニ
モ
成
ル
ベ
キ
ニ
テ
候
ヒ
ツ
ル
ガ
、
御
行
方
ノ
オ
ボ
ツ
カ
ナ
サ
ニ
是
マ
デ
参
リ
テ
候
フ
。
主
従
ノ
契
ク
チ
セ
ズ
候
フ
ナ
リ
」
ト
テ
涙
ヲ
流
シ
テ
悦
ビ
ケ
リ
。
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
一
三
延
慶
本
で
「
主
従
ノ
契
ク
チ
セ
ズ
候
フ
ナ
リ
」
と
言
っ
て
涙
を
流
し
て
悦
ん
だ
の
は
、
今
井
で
あ
る
。
覚
一
本
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。
（
木
曽
殿
）「
義
仲
六
条
河
原
で
い
か
に
も
な
る
べ
か
り
つ
れ
ど
も
、
汝
が
行
方
の
恋
し
さ
に
、
多
く
の
敵
の
中
を
駈
け
わ
っ
て
、
是
ま
で
は
の
が
れ
た
る
な
り
」。
今
井
四
郎
「
御
諚
ま
こ
と
に
忝
な
う
候
ふ
。
兼
平
も
勢
田
で
打
死
つ
か
ま
つ
る
べ
う
候
ひ
つ
れ
ど
も
、
御
行
方
の
お
ぼ
つ
か
な
さ
に
、
こ
れ
ま
で
ま
い
っ
て
候
ふ
」
と
ぞ
申
し
け
る
。
木
曽
殿
「
契
は
い
ま
だ
く
ち
せ
ざ
り
け
り
。（
以
下
略
）」
覚
一
本
で
は
「
契
は
い
ま
だ
く
ち
せ
ざ
り
け
り
」
の
言
葉
は
、「
木
曽
殿
」
の
口
か
ら
出
て
い
る
。
お
そ
ら
く
「
主
従
ノ
契
」
と
か
「
契
は
い
ま
だ
く
ち
せ
ず
」
と
い
う
言
葉
は
、
武
家
社
会
の
確
立
の
あ
る
段
階
か
ら
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
向
か
っ
て
言
う
言
葉
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
畏
れ
多
い
言
葉
に
権
威
化
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
義
仲
と
兼
平
の
本
来
の
人
間
関
係
は
、
も
っ
と
伸
び
や
か
な
も
の
と
し
て
展
開
し
て
い
た
は
ず
で
、
そ
の
実
態
が
延
慶
本
の
こ
の
両
者
の
会
話
に
す
く
い
取
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
語
り
本
の
中
で
、
義
仲
を
あ
る
段
階
か
ら
「
木
曽
殿
」
と
語
り
始
め
る
本
文
転
換
を
、
義
仲
評
価
、
も
し
く
は
義
仲
偶
像
化
と
し
て
持
ち
上
げ
て
解
釈
す
る
享
受
史
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
源
泉
本
の
側
か
ら
言
え
ば
純
朴
な
義
仲
像
の
歪
曲
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
と
考
え
る
。「
主
従
ノ
契
ク
チ
セ
ズ
候
フ
ナ
リ
」、
こ
の
せ
り
ふ
は
今
井
が
義
仲
に
、
生
涯
に
一
度
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
、
万
感
の
思
い
を
こ
め
て
口
に
し
た
か
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
を
言
う
た
め
に
こ
そ
兼
平
の
こ
こ
ま
で
の
歳
月
は
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
義
仲
の
旗
指
は
射
殺
さ
れ
て
既
に
な
か
っ
た
。
命
じ
ら
れ
て
今
井
は
幡
を
差
し
上
げ
、
そ
の
元
に
落
ち
武
者
五
百
余
騎
馳
せ
集
う
。
根
拠
は
な
い
が
七
騎
落
ち
の
一
行
に
五
百
余
騎
は
い
か
に
も
誇
大
で
あ
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
一
四
四甲
斐
の
一
条
次
郎
忠
頼
六
千
余
騎
を
前
に
義
仲
最
後
の
名
乗
り
。
鞆
絵
の
奮
戦
と
行
方
。
対
戦
相
手
は
甲
斐
の
一
条
次
郎
忠
頼
六
千
余
騎
で
あ
る
。
義
仲
装
束
は
、
木
曽
ハ
赤
地
ノ
直
垂
ニ
、
ウ 
ス 
金 
ト
云
フ
唐
綾
ヲ 
ド 
シ 
ノ
鎧
ニ
、
白
星
ノ
甲
キ
テ
、
廿
四
指
シ
タ
ル
切
文
ノ
矢
ニ
、
塗
籠
藤
ノ
弓
ニ
金
作
ノ
大
刀
ハ
イ
テ
、
白
葦
毛
馬
ニ
黄
伏
輪
ノ
鞍
置
キ
テ
、
厚
総
ノ
鞦
懸
ケ
テ
ゾ
乗
リ
タ
リ
ケ
ル
。
と
あ
る
。
こ
の
い
で
立
ち
の
内
、「
ウ 
ス 
金 
ト
云
フ
唐
綾
威 
ノ
鎧
」
の
「
薄 
金 
」
は
、
延
慶
本
に
義
仲
に
だ
け
の
孤
例
で
、
こ
の
「
薄
金
の
鎧
」
は
、
続
く
義
仲
の
最
後
の
名
乗
り
と
関
連
す
る
。
名
乗
り
は
、
「
清
和
天
皇
十
代
ノ
末
葉
、
六
条
判
官
為
義
ガ
孫
、
帯
刀
先
生
義
賢
ガ
次
男
、
木
曽
ノ
冠
者
、
今
ハ
左
馬
頭
兼
伊
予
守
、
朝
日
ノ
将
軍
源
ノ
義
仲
。
ア
レ
ハ
甲
斐
ノ
一
条
ノ
次
郎
殿
ト
コ
ソ
聞
ケ
。
義
仲
打
チ
取
リ
テ
頼
朝
ニ
見
セ
テ
悦
バ
セ
ヨ
ヤ
」
と
あ
る
。
延
慶
本
で
義
仲
が
正
式
に
名
乗
る
の
は
こ
の
一
回
で
あ
る
。「
清
和
天
皇
十
代
」
は
、
義
経
と
同
様
で
、
義
経
は
「
八
幡
太
郎
義
家
朝
臣
ニ
ハ
四
代
、
鎌
倉
殿
ノ
御
弟
」
と
名
乗
っ
た
と
伊
勢
三
郎
能
盛
は
「
詞
戦
い
」
で
平
家
方
の
越
中
次
郎
兵
衛
盛
次
に
応
戦
し
て
い
る
（
第
六
本
十
「
盛
次
、
能
盛
ト
詞
戦
ノ
事
」）。
義
仲
の
名
乗
り
は
、「
清
和
ノ
末
葉
」
に
直
ぐ
続
い
て
「
六
条
判
官
為
義
ノ
孫
」
が
続
く
。
こ
こ
で
先
の
「
薄
金
の
鎧
」
と
の
関
連
が
浮
か
び
上
が
る
。
保
元
物
語
（
半
井
本
）
の
「
新
院
、
為
義
ヲ
召
サ
ル
ル
事
」
に
相
当
す
る
場
面
で
、
為
義
先
祖
伝
来
の
「
月
数
・
日
数
・
元
太
ガ
産
衣
・
薄 
金 
・
膝
丸
・
八
竜
・
沢
瀉
・
立
梨
」
と
い
う
名
の
「
八
領
の
鎧
」
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
薄
金
の
鎧
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
延
慶
本
の
採
取
し
た
義
仲
伝
承
は
、「
義
仲
最
期
」
の
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
一
五
武
具
に
こ
の
源
氏
重
代
の
八
領
の
一
つ
「
薄
金
の
鎧
」
を
纏
わ
せ
る
。
義
仲
に
源
氏
正
統
を
付
与
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
覚
一
本
は
「
薄
金
」
を
削
除
す
る
。「
朝
日
ノ
将
軍
源
ノ
義
仲
」
の
「
朝
日
」
に
つ
い
て
は
考
証
資
料
を
も
た
な
い
。
義
仲
伝
承
発
生
の
早
期
に
、
追
憶
の
義
仲
哀
惜
の
志
し
が
付
与
し
た
美
称
で
は
あ
る
ま
い
か
。『
吾
妻
鏡
』
は
そ
の
死
亡
記
事
に
、「
元
暦
元
年
正
月
十
日
、
征
夷
大
将
軍
に
任
ず
」
と
記
し
て
、「
征
夷
大
将
軍
」
認
知
を
記
録
し
て
い
る
。
い
っ
時
ば
か
り
の
戦
い
で
、
五
百
余
騎
の
軍
勢
が
三
百
余
騎
に
減
じ
た
段
階
で
、
義
仲
と
鞆
絵
の
、
生
涯
最
後
の
対
面
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
鞆
絵
ガ
見
ヘ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、「
打
タ
レ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。
穴
無
慚
ヤ
ナ
」
ト
沙
汰
ス
ル
処
ニ
、
鞆
絵
出
来
タ
リ
。
近
付
ク
ヲ
見
レ
バ
、
矢
二
ツ
三
ツ
射
残
シ
テ
大
刀
ウ
チ
ユ
ガ
ミ
、
血
ウ
チ
付
キ
テ
、
ウ
チ
カ
ヅ
キ
テ
出
来
タ
リ
。「
イ
カ
ニ
」
ト
人
々
問
ヒ
ケ
レ
バ
、「
敵
ア
マ
タ
打
チ
タ
リ
。
打
チ
死
ニ
セ
ム
ト
思
ヒ
ツ
ル
ガ
、
君
ノ
是
ニ
渡
ラ
セ
御
坐
シ
マ
ス
由
承
リ
テ
、
打
チ
破
リ
テ
急
ギ
馳
セ
参
リ
テ
候
フ
」
ト
ゾ
申
シ
ケ
ル
。
木
曽
是
ヲ
聞
キ
テ
、
「
イ
シ
ク
モ
シ
ツ
ル
物
哉
」
ト
テ
、
返
々
ホ
メ
ラ
レ
ケ
リ
。
「
打
タ
レ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。
穴
無
慚
ヤ
ナ
」
の
発
話
者
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
義
仲
の
も
の
と
解
し
て
大
き
な
誤
読
に
は
な
る
ま
い
。
再
登
場
し
た
敗
残
の
鞆
絵
描
写
は
、
延
慶
本
で
も
他
に
類
を
見
な
い
凄
絶
さ
で
あ
る
。「
二
ツ
三
ツ
」
の
表
現
は
、
場
面
は
全
く
異
な
る
が
、
鬼
界
島
を
尋
ね
た
有
王
の
前
に
現
れ
た
俊
寛
の
「
左
右
ノ
手
ニ
ハ
、
ナ
マ
シ
キ
魚
ノ
小
サ
キ
ヲ
二
ツ
三
ツ
握
ッ
テ
」（
第
二
本
十
八
「
有
王
丸
、
油
黄
島
ヘ
尋
ネ
行
ク
事
」）
が
あ
る
。「
二
ツ
三
ツ
」
な
ら
む
し
ろ
何
も
無
い
方
が
す
っ
き
り
す
る
、
し
か
し
せ
め
て
も
の
執
着
を
示
す
数
字
で
あ
る
。
鞆
絵
執
念
の
「
二
ツ
三
ツ
」
で
あ
る
。「
大
刀
ウ
チ
ユ
ガ
ミ
」「
血
ウ
チ
付
キ
テ
」
は
、
延
慶
本
に
と
も
に
孤
例
で
あ
る
。「
ウ
チ
カ
ヅ
キ
」
の
表
現
は
こ
れ
も
延
慶
本
に
男
四
、
女
三
、
合
わ
せ
て
七
例
す
べ
て
「
人
前
に
露
に
出
る
こ
と
を
恥
じ
る
場
面
」
の
描
写
で
あ
る
。
女
の
一
つ
は
壇
ノ
浦
の
船
端
に
安
徳
天
皇
を
負
っ
て
出
で
立
つ
二
位
尼
時
子
の
「
ウ
チ
カ
ヅ
キ
」
で
あ
る
（
第
六
本
十
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
一
六
五
「
檀
浦
合
戦
事
、
付
ケ
タ
リ
平
家
滅
ブ
事
」）。
延
慶
本
が
伝
え
た
鞆
絵
の
唯
一
の
言
葉
伝
承
は
、
「
敵
ア
マ
タ
打
チ
タ
リ
。
打
チ
死
ニ
セ
ム
ト
思
ヒ
ツ
ル
ガ
、
君
ノ
是
ニ
渡
ラ
セ
御
坐
シ
マ
ス
由
承
リ
テ
、
打
チ
破
リ
テ
急
ギ
馳
セ
参
リ
テ
候
フ
」
で
あ
る
。
唯
一
の
言
葉
が
同
時
に
「
最
後
の
一
句
」
と
な
る
。
決
死
の
戦
場
を
抜
け
出
さ
せ
た
執
念
は
、「
君
ノ
是
ニ
渡
ラ
セ
御
坐
シ
マ
ス
由
」
に
あ
る
。「
由
」
と
あ
る
か
ら
、
彼
女
は
「
君
」
を
尋
ね
、
捜
し
も
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
者
に
も
も
は
や
生
き
延
び
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
活
路
の
見
い
だ
し
難
い
状
況
を
お
し
破
っ
て
、
し
か
し
鞆
絵
を
し
て
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
か
せ
た
の
は
、「
君
ノ
是
ニ
」
と
い
う
、
義
仲
の
生
存
へ
の
「
思
慕
」
で
あ
る
。
鞆
絵
が
耳
に
し
得
た
義
仲
の
最
後
の
一
句
は
「
イ
シ
ク
モ
シ
ツ
ル
物
哉
」
で
あ
る
。
勢
多
に
向
か
っ
て
、
百
余
騎
、
五
十
余
騎
と
そ
の
勢
は
数
を
減
ら
し
て
、
粟
津
辺
に
主
従
五
騎
と
な
っ
た
と
き
、「
鞆
絵
ハ
落
チ
ヤ
シ
ヌ
ラ
ム
、
打
タ
レ
ヤ
シ
ヌ
ラ
ム
、
行
方
ヲ
知
ラ
ズ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
」
と
語
る
ま
で
、
こ
の
伝
承
の
語
り
手
は
鞆
絵
の
存
在
を
意
識
し
続
け
た
。
落
ち
延
び
て
い
た
と
す
れ
ば
、「
イ
シ
ク
モ
シ
ツ
ル
物
哉
」
と
「
ホ
メ
ラ
レ
」
も
し
た
た
義
仲
の
最
後
の
言
葉
は
、
そ
の
生
涯
の
慈
し
み
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
以
後
に
発
生
す
る
、
す
で
に
義
仲
の
関
知
し
な
い
鞆
絵
伝
承
に
本
稿
は
敢
え
て
関
心
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
五
粟
津
辺
に
て
主
従
五
騎
打
出
の
浜
か
ら
勢
多
を
目
指
す
道
中
は
三
百
余
騎
で
あ
っ
た
。
先
ず
相
模
の
住
人
本
馬
の
五
郎
を
落
馬
さ
せ
、
な
お
馳
せ
向
か
う
に
、
土
肥
次
郎
実
平
三
百
余
騎
と
対
戦
し
て
そ
の
数
百
余
騎
と
減
じ
、
次
に
佐
原
十
郎
義
連
五
百
余
騎
を
駆
け
破
っ
た
と
き
抜
け
出
た
の
は
五
十
余
騎
で
あ
っ
た
。
な
お
迫
る
相
手
は
、
十
騎
、
二
十
騎
、
五
十
騎
、
百
騎
と
、
敵
方
の
数
は
漸
増
し
、
粟
津
辺
に
到
着
し
た
と
き
、
五
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
一
七
十
騎
は
主
従
五
騎
に
な
っ
て
い
た
。
手
塚
別
当
、
そ
の
甥
手
塚
太
郎
光
盛
・
今
井
四
郎
兼
平
、
多
胡
次
郎
家
包
で
あ
る
。
こ
こ
で
先
述
の
鞆
絵
の
行
方
の
一
言
が
入
る
。
こ
れ
ら
の
主
従
の
中
に
残
っ
て
い
て
不
思
議
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
手
塚
別
当
は
、
義
仲
の
白
鳥
河
原
の
旗
揚
げ
か
ら
「
千
野
太
郎
・
諏
訪
二
郎
、
手
塚
別
当
・
手
塚
太
郎
」
と
し
て
列
記
さ
れ
る
、
諏
訪
古
豪
の
一
人
で
あ
り
、「
手
塚
太
郎
光
盛
」
を
そ
の
甥
と
す
る
。
別
当
の
兄
弟
の
子
息
と
共
に
横
田
河
原
合
戦
以
降
、
北
陸
合
戦
に
義
仲
と
行
動
を
一
つ
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
篠
原
合
戦
で
こ
の
光
盛
が
斉
藤
別
当
実
盛
と
対
戦
し
て
そ
の
首
を
上
げ
た
こ
と
は
延
慶
本
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
の
名
乗
り
は
「
信
濃
国
諏
訪
郡
住
人
、
手
塚
太
郎
光
盛
」
で
、
実
盛
は
こ
の
名
乗
り
に
「
サ
ル
者
有
リ
ト
聞
キ
置
キ
タ
リ
」
と
応
じ
て
い
る
（
第
三
末
十
三
「
実
盛
打
死
ス
ル
事
」）。『
尊
卑
分
脈
』
で
は
、
手
塚
は
清
和
天
皇
の
孫
経
基
王
五
男
満
快
か
ら
分
流
す
る
信
濃
源
氏
の
一
流
、
代
々
手
塚
太
郎
も
し
く
は
諏
訪
太
郎
を
名
乗
る
が
別
当
あ
る
い
は
光
盛
の
該
当
者
は
見
当
た
ら
な
い
。『
系
図
纂
要
』
清
和
源
氏
満
快
系
統
に
、
満
快
か
ら
十
代
、
十
一
代
目
に
、
平
塚
太
郎
光
頼
、
そ
の
子
息
に
手
塚
太
郎
光
守
が
あ
る
。
平
塚
は
手
塚
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
が
、
光
守
を
甥
と
す
る
父
光
頼
の
兄
弟
に
当
た
る
「
手
塚
別
当
」
な
る
人
物
の
記
載
は
な
い
。
こ
の
両
人
の
登
場
場
面
は
以
上
が
全
て
で
あ
る
。
木
曽
・
根
井
の
者
で
は
な
く
、
諏
訪
か
ら
最
後
の
四
人
の
内
の
二
人
と
し
て
残
り
、
別
当
は
こ
こ
に
て
落
命
、
太
郎
は
落
ち
延
び
る
。
な
お
『
源
平
闘
諍
録
』
で
は
両
者
は
『
系
図
纂
要
』
と
同
様
に
父
子
で
、
延
慶
本
と
は
逆
に
別
当
が
落
ち
延
び
、
太
郎
は
討
ち
死
に
す
る
。
上
野
国
住
人
多
胡
次
郎
家
包
は
こ
の
場
面
が
初
出
。
義
仲
の
父
多
胡
先
生
義
賢
ゆ
か
り
の
者
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
幼
年
期
か
ら
青
年
期
ま
で
の
義
仲
を
語
る
最
終
段
階
で
、
木
曽
の
仲
原
兼
遠
の
元
か
ら
根
井
小
矢
太
滋
野
幸
親
に
預
け
変
え
さ
れ
た
義
仲
に
、
父
多
胡
先
生
義
賢
ガ
奴
デ
、
上
野
国
勇
士
、
足
利
ガ
一
族
以
下
、
皆
木
曽
ニ
従
ヒ
付
キ
ニ
ケ
リ
。
（
第
三
本
七
「
木
曽
義
仲
成
長
ス
ル
事
」）
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
一
八
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
が
つ
く
。
父
の
代
か
ら
の
上
野
国
の
勇
士
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
頼
朝
に
も
名
の
通
っ
た
足
利
の
一
族
と
し
て
、
そ
の
捕
囚
も
命
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。
四
人
の
う
ち
の
二
人
は
生
き
残
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
逸
話
は
『
吾
妻
鏡
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
残
る
は
主
従
二
騎
で
あ
る
。
六
義
仲
・
今
井
の
会
話
、
特
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
義
仲
は
こ
こ
で
再
び
馬
を
押
し
並
べ
、「
都
落
ち
」
で
地
の
文
と
し
た
対
句
を
少
し
表
現
を
改
め
て
、
今
井
を
相
手
と
す
る
義
仲
の
会
話
文
と
し
て
持
ち
込
む
。
「
去
年
北
国
ノ
軍
ニ
向
カ
ヒ
テ
栗
柄
ガ
城
ヲ
出
シ
折
ニ
ハ
五
万
余
騎
ニ
テ
有
リ
シ
物
ヲ
、
今
ハ
只
二
騎
ニ
ナ
レ
ル
事
ノ
哀
レ
サ
ヨ
。
マ
シ
テ
中
有
ノ
旅
ノ
空
、
思
ヒ
遣
ラ
レ
テ
哀
レ
也
。
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
「
栗
柄
ガ
城
ヲ
出
シ
折
」
は
新
し
い
ポ
イ
ン
ト
の
設
定
で
あ
る
が
、「
五
万
余
騎
」
は
既
に
取
り
上
げ
た
定
形
数
字
。「
中
有
ノ
旅
ノ
空
」
ま
で
は
諸
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
河
原
合
戦
末
尾
の
表
現
の
改
作
で
あ
る
。
異
な
る
の
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
加
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
の
探
索
は
単
純
で
は
な
い
。
延
慶
本
で
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
唱
え
る
の
は
、
義
仲
の
他
に
、
後
白
河
院
と
熊
谷
父
子
、
首
藤
滝
口
三
郎
の
三
場
面
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
検
討
を
求
め
ら
れ
る
。
後
白
河
院
は
、
別
称
『
天
狗
物
語
』
と
し
て
知
ら
れ
る
、
住
吉
大
明
神
と
の
対
面
を
長
々
と
語
っ
て
、
「
吾
朝
ニ
ハ
、
人
王
始
マ
ッ
テ
朕
ニ
至
ル
マ
デ
、
七
十
余
代
ノ
御
門
、
其
ノ
数
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
住
吉
ノ
大
明
神
ニ
直
ニ
対
面
シ
テ
、
種
々
物
語
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
一
九
シ
タ
ル
御
門
ハ
、
丸
計
コ
ソ
有
ラ
メ
ト
、
驕
慢
ノ
ヲ
コ
リ
タ
ル
ゾ
ヤ
。
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
、
此
ノ
罪
障
消
滅
シ
テ
、
助
ケ
サ
セ
オ
ワ
シ
マ
セ
」
ト
ゾ
、
祈
念
有
リ
ケ
ル
。
（
第
二
本
二
「
法
皇
御
潅
頂
ノ
事
」）
と
叙
さ
れ
て
い
る
。
長
編
物
語
の
一
部
を
切
り
取
っ
て
そ
の
内
実
を
早
計
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
場
合
の
「
祈
念
」
は
、
驕
慢
の
自
戒
と
し
て
、
自
分
の
「
罪
障
消
滅
」
を
願
う
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
る
と
、
法
皇
自
ら
が
告
白
し
て
い
る
。
そ
の
宗
教
背
景
に
つ
い
て
研
究
史
に
諸
説
が
あ
り
定
説
は
見
定
め
難
い
。
平
安
以
来
の
広
義
の
伝
統
的
浄
土
教
の
枠
組
み
の
中
に
あ
る
念
仏
を
唱
え
た
も
の
と
解
し
て
お
く
。
熊
谷
父
子
は
、
木
曽
最
期
の
直
前
、
宇
治
川
の
橋
桁
渡
り
の
念
仏
で
、
そ
の
菩
提
心
の
契
機
と
し
て
設
定
さ
れ
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
る
（
第
五
本
七
「
兵
衛
佐
ノ
軍
兵
等
、
付
ケ
タ
リ
宇
治
勢
田
ノ
事
」）。
十
六
歳
の
小
次
郎
の
後
方
か
ら
の
支
を
頼
み
と
し
て
、
直
実
は
先
に
橋
桁
を
進
み
、
本
文
は
次
の
よ
う
に
続
く
。
実
ノ
瀬
ニ
ハ
、
子
ニ
過
ギ
タ
ル
宝
コ
ソ
ナ
カ
リ
ケ
レ
。
死
出
ノ
山
、
三
途
ノ
河
ヲ
渡
ル
時
モ
、
子
ヨ
リ
外
ニ
ハ
誰
カ
後
世
ヲ
助
ク
ベ
キ
。
こ
の
「
死
出
ノ
山
、
三
途
ノ
河
ヲ
渡
ル
時
」
は
、
義
仲
の
場
合
の
「
中
有
ノ
旅
ノ
空
」
よ
り
具
体
的
で
あ
る
が
、
死
後
に
体
験
す
る
時
空
間
の
類
似
表
現
で
あ
る
。
熊
谷
説
話
は
こ
こ
か
ら
、
熊
谷
ガ
初
発
心
ノ
道
心
ハ
、
此
ノ
橋
桁
ヨ
リ
ゾ
始
マ
リ
タ
リ
ケ
ル
。
我
若
シ
落
チ
バ
、
小
次
郎
定
メ
テ
取
リ
留
メ
ム
ト
シ
テ
、
共
ニ
落
チ
ム
事
ノ
心
憂
ク
思
ヒ
ケ
ル
時
、
他
力
往
生
、
来
迎
引
接
ノ
阿
弥
陀
如
来
ヲ
念
ジ
初
メ
奉
リ
ケ
リ
。
摂
取
不
捨
ノ
本
願
、
只
今
コ
ソ
ゲ
ニ
タ
ノ
モ
シ
ク
ハ
覚
エ
侍
レ
。
云
フ
ニ
甲
斐
ナ
キ
小
次
郎
ダ
ニ
コ
ソ
、
落
チ
ム
所
ヲ
バ
取
リ
助
ケ
ム
ト
テ
、
後
ニ
ハ
続
キ
タ
レ
。
マ
シ
テ
三
尊
来
迎
シ
テ
、
生
死
ノ
苦
海
ニ
沈
マ
ム
所
ヲ
来
迎
引
接
シ
給
ハ
ム
事
、
憑
ミ
テ
モ
ナ
オ
頼
ム
ベ
カ
リ
ケ
レ
。
平
山
、
佐
々
木
、
渋
谷
、
熊
谷
親
子
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
二
〇
仏
」
ト
申
シ
テ
ゾ
、
西
ノ
岸
ニ
ハ
渡
リ
着
キ
タ
リ
ケ
ル
。
と
あ
っ
て
、「
他
力
往
生
、
来
迎
引
接
ノ
阿
弥
陀
如
来
」「
摂
取
不
捨
ノ
本
願
」
と
、
そ
の
教
理
は
明
言
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
合
戦
以
後
、
世
シ
ヅ
マ
リ
テ
後
、
熊
谷
次
郎
ハ
法
然
上
人
ニ
参
リ
テ
、
念
仏
ノ
法
文
ヨ
ク
聴
聞
シ
、
三
身
具
足
ノ
行
者
ト
ナ
リ
ス
マ
シ
テ
、
木
患
子
（
モ
ク
レ
ン
ジ
）
数
珠
ヲ
首
ニ
掛
ケ
テ
、
毎
日
千
返
申
シ
ケ
レ
バ
、
終
ニ
引
摂
シ
給
ヒ
テ
、
九
品
蓮
台
ニ
ゾ
往
生
ノ
素
懐
ヲ
遂
ゲ
タ
リ
ケ
ル
。
サ
レ
バ
菩
提
心
ノ
発
ル
事
モ
縁
ヨ
リ
発
ル
事
ニ
テ
ゾ
侍
リ
ケ
ル
。
と
、
法
然
上
人
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
、
熊
谷
次
郎
直
実
の
発
心
由
来
譚
は
完
結
し
て
い
る
か
ら
、
延
慶
本
の
熊
谷
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
そ
の
宗
教
的
背
景
が
法
然
の
浄
土
宗
の
枠
組
み
内
に
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
屋
牧
判
官
の
夜
討
ち
を
果
た
し
た
頼
朝
が
、
使
者
盛
長
を
各
地
に
派
遣
す
る
。
そ
の
呼
び
か
け
に
賛
同
の
姿
勢
を
示
す
弟
の
首
藤
四
郎
に
、
頼
朝
挙
兵
の
無
謀
を
あ
ざ
笑
う
兄
首
藤
滝
口
三
郎
の
、
言
葉
の
綴
じ
目
の
、
反
語
的
お
題
目
で
あ
る
（
第
二
末
十
二
「
兵
衛
佐
、
国
々
ヘ
廻
文
ヲ
遣
サ
ル
ル
事
」）。
し
か
し
後
白
河
院
と
義
仲
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
四
つ
の
場
面
で
切
実
に
己
が
後
生
を
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に
託
さ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
を
負
う
の
は
義
仲
で
あ
る
。
義
仲
伝
承
の
背
景
に
「
六
字
名
号
」
の
特
定
の
仏
教
思
想
を
透
視
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
一
句
を
彼
の
口
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
語
り
手
は
、
今
こ
の
刹
那
に
、
義
仲
の
耳
に
か
す
か
に
聞
こ
え
る
末
期
の
声
へ
の
、
切
な
い
反
照
と
し
た
と
解
読
す
る
の
が
適
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
参
考
ま
で
に
、
か
な
り
の
分
量
の
共
通
本
文
を
保
有
す
る
長
門
本
で
は
、
こ
の
四
場
面
の
内
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
共
有
す
る
の
は
、
最
後
に
反
語
的
と
評
し
た
首
藤
滝
口
三
郎
の
一
例
で
、
代
わ
り
に
善
光
寺
炎
上
に
新
し
く
一
例
、
橋
合
戦
で
敗
れ
て
落
ち
行
く
三
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
二
一
井
の
明
俊
に
一
例
が
加
わ
る
。
後
白
河
・
熊
谷
・
義
仲
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
外
し
た
。
し
か
し
義
仲
の
場
合
は
、
確
か
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
外
し
た
が
、「
長
門
本
」
と
「
源
平
盛
衰
記
」
に
は
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
類
似
文
が
あ
る
。
こ
の
場
面
の
直
後
に
、
兼
平
は
義
仲
の
自
害
を
勧
め
て
「
只
松
ノ
中
ヘ
ト
ク
ト
ク
入
リ
給
へ
」
と
言
う
。
こ
の
言
葉
に
、
延
慶
本
に
は
な
い
「
あ
れ
に
見
え
候
ふ
松
の
も
と
へ
う
ち
寄
ら
せ
給
ひ
て
、
し
づ
か
に
念
仏
申
さ
せ
給
ひ
て
、
御
自
害
候
ふ
べ
し
」
の
「
し
づ
か
に
念
仏
申
さ
せ
」
が
入
る
。
こ
れ
に
延
慶
本
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
対
応
し
て
い
る
。
延
慶
本
の
義
仲
は
「
中
有
ノ
旅
ノ
空
、
思
ヒ
遣
ラ
レ
テ
哀
也
」
と
今
井
に
語
り
か
け
て
、
自
ら
の
内
か
ら
沸
き
起
こ
る
念
い
に
突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
念
仏
を
口
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
義
仲
の
自
発
的
行
為
を
、
他
の
二
本
は
、
今
井
の
勧
め
に
切
り
替
え
た
の
で
あ
る
。
延
慶
本
の
義
仲
の
念
仏
を
、
お
そ
ら
く
は
敵
陣
を
前
に
す
る
武
将
に
、
彼
岸
指
向
は
不
適
当
と
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
井
の
勧
め
に
よ
っ
て
こ
れ
を
積
極
的
念
仏
に
切
り
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
覚
一
本
に
「
六
字
名
号
」
は
一
回
も
持
ち
込
ま
れ
て
い
な
い
。
覚
一
検
校
に
お
け
る
そ
の
理
由
解
明
は
語
り
本
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
残
る
。
義
仲
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
後
、
二
人
の
会
話
文
は
義
仲
に
二
つ
、
今
井
に
三
つ
。
義
仲
の
最
初
の
言
葉
は
、
「
サ
テ
イ
カ
ニ
、
例
ナ
ラ
ズ
義
仲
ガ
鎧
ノ
重
ク
ナ
ル
ハ
イ
カ
ガ
セ
ム
」
で
あ
る
。「
鎧
」
へ
の
言
及
は
初
め
て
で
、
鞆
絵
を
「
イ
シ
ク
モ
シ
ツ
ル
物
カ
ナ
」
と
ほ
め
た
義
仲
と
は
別
人
の
義
仲
が
こ
こ
に
は
い
る
。
兼
平
と
は
、
も
の
心
つ
い
た
と
き
か
ら
運
命
的
に
そ
ば
に
い
て
、
三
十
年
近
く
、
二
人
き
り
の
と
き
は
い
つ
も
こ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
決
定
的
瞬
間
に
た
め
ら
い
な
く
義
仲
の
口
を
突
い
て
で
る
言
葉
で
は
な
い
。
今
井
の
返
す
言
葉
の
最
初
は
次
の
と
お
り
。
「
仰
セ
ノ
如
ク
誠
ニ
哀
レ
ニ
覚
ユ
ル
。
未
ダ
御
身
モ
ツ
カ
レ
テ
モ
見
エ
サ
セ
給
ワ
ズ
。
御
馬
モ
未
ダ
ヨ
ワ
リ
候
ハ
ズ
。
何
故
ニ
カ
、
今
始
メ
テ
一
両
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
二
二
ノ
御
着
背
長
ヲ
バ
、
重
ク
ハ
思
シ
召
シ
候
フ
ベ
キ
。
只
、
御
方
ニ
勢
ノ
候
ワ
ヌ
時
ニ
、
臆
シ
テ
バ
シ
ゾ
思
シ
食
サ
レ
候
ラ
ム
。
兼
平
一
人
ヲ
バ
、
余
ノ
武
者
千
騎
ト
思
シ
召
セ
。
ア
ノ
松
原
、
五
町
計
ニ
ハ
ヨ
モ
ス
ギ
候
ハ
ジ
。
松
原
ヘ
入
ラ
セ
オ
ワ
シ
マ
セ
。
矢
七
ツ
八
ツ
射
残
シ
テ
候
ヘ
バ
、
シ
バ
ラ
ク
防
ギ
矢
仕
ツ
リ
テ
、
御
自
害
ナ
リ
ト
モ
心
閑
ニ
セ
サ
セ
進
セ
テ
、
御
共
仕
ツ
ラ
ム
」
冒
頭
の
「
誠
ニ
哀
レ
ニ
覚
ユ
ル
」
は
、
義
仲
の
「
マ
シ
テ
中
有
ノ
旅
ノ
空
、
思
ヒ
遣
ラ
レ
テ
哀
レ
也
」
を
受
け
る
。
勢
多
に
向
か
い
つ
つ
、
兼
平
の
耳
管
に
義
仲
の
こ
の
言
葉
が
こ
び
り
着
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
咄
嗟
の
反
応
と
し
て
こ
の
状
況
受
容
の
言
葉
が
口
を
突
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
鎧
」
の
弱
音
を
肯
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
先
ず
そ
の
言
葉
は
武
将
に
あ
る
ま
じ
き
「
臆
す
る
心
」
か
ら
出
て
い
る
と
直
感
す
る
。「
兼
平
一
人
ヲ
バ
、
余
ノ
武
者
千
騎
ト
思
シ
召
セ
」
と
励
ま
す
。
し
か
し
激
励
は
こ
こ
ま
で
。
兼
平
の
こ
こ
ろ
は
も
う
定
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
よ
っ
て
次
に
く
る
決
定
的
進
言
は
「
御
自
害
ナ
リ
ト
モ
」
で
あ
っ
た
。「
心
閑
カ
ニ
」
は
、
お
そ
ら
く
は
義
仲
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
反
照
で
あ
ろ
う
。「
長
門
本
」『
源
平
盛
衰
記
』
の
「
念
仏
申
し
て
」
は
こ
の
「
心
閑
カ
ニ
」
を
具
体
化
し
て
言
い
換
え
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
荒
手
の
兵
三
十
騎
の
出
現
を
前
に
、
兼
平
二
度
目
の
説
得
が
始
ま
る
。
「
君
ハ
松
ノ
中
ヘ
入
ラ
セ
給
ヘ
。
兼
平
ハ
此
ノ
敵
ニ
打
チ
向
カ
ヒ
テ
、
シ
ナ
バ
死
ニ
、
シ
ナ
ズ
ハ
返
リ
参
ラ
ム
。
兼
平
ガ
行
方
ヲ
御
覧
ジ
果
テ
テ
、
御
自
害
セ
サ
セ
給
ヘ
」
「
御
自
害
」
を
繰
り
返
し
た
。
兼
平
が
口
に
し
た
「
御
自
害
」
を
聞
い
て
義
仲
は
、
「
都
ニ
テ
打
死
ス
ベ
カ
リ
ツ
ル
ニ
、
コ
コ
マ
デ
来
ツ
ル
ハ
、
汝
ト
一
所
ニ
テ
死
ナ
ム
ト
思
ヒ
テ
ナ
リ
。
纔
ニ
二
騎
ニ
成
リ
テ
、
所
々
ニ
臥
サ
ム
事
コ
ソ
口
惜
シ
カ
ル
ベ
ケ
レ
」
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
二
三
と
、
そ
の
無
念
を
表
明
す
る
。
こ
の
物
語
が
生
前
の
義
仲
に
発
さ
せ
た
最
後
の
言
葉
で
あ
る
。「
汝
ト
一
所
ニ
テ
」「
所
々
ニ
臥
サ
ム
」
は
粟
津
で
の
再
会
と
ほ
ぼ
同
表
現
で
あ
る
。
細
部
を
た
ど
れ
ば
、
粟
津
で
は
「
汝
ト
一
所
ニ
テ
ト
モ
カ
ウ
モ
成
リ
ナ
ム
」
で
あ
っ
た
。
「
所
々
ニ
臥
サ
ム
」
は
、
そ
の
よ
り
直
接
的
身
体
表
現
で
あ
る
。
兼
平
最
終
説
得
は
、
「
年
来
日
来
、
何
ナ
ル
高
名
ヲ
シ
ツ
レ
ド
モ
、
最
後
ノ
時
ニ
不
覚
シ
ツ
レ
バ
、
長
キ
代
ノ
疵
ニ
テ
候
フ
ゾ
。
人
ノ
乗
替
、
云
フ
甲
斐
ナ
キ
奴
原
ニ
打
チ
落
ト
サ
レ
テ
、『
木
曽
殿
ハ
某
ガ
下
人
ニ
打
タ
レ
給
フ
』
ナ
ド
、
イ
ワ
レ
サ
セ
給
ワ
ム
事
コ
ソ
口
惜
シ
ケ
レ
。
只
松
ノ
中
ヘ
ト
ク
ト
ク
入
リ
給
ヘ
」
で
あ
る
。
兼
平
の
厳
命
と
も
言
え
る
言
葉
で
あ
る
。
義
仲
の
反
応
は
「
理
ト
ヤ
思
ヒ
給
ヒ
ケ
ム
」
と
あ
り
、
兼
平
最
後
の
説
得
は
義
仲
に
通
じ
た
と
解
さ
れ
る
叙
述
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
流
れ
を
受
け
て
、
義
仲
深
田
の
最
期
に
つ
い
て
は
、
多
言
は
要
し
な
い
。
焦
点
は
た
だ
一
つ
、
義
仲
の
、
馬
モ
弱
リ
テ
ハ
タ
ラ
カ
ズ
、
主
モ
疲
レ
テ
身
モ
引
カ
ズ
。『
サ
リ
ト
モ
今
井
ハ
続
ク
ラ
ム
』
ト
思
ヒ
テ
、
後
ロ
ヲ
見
返
ヘ
リ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
の
動
機
の
解
明
に
絞
ら
れ
よ
う
。『
サ
リ
ト
モ
今
井
ハ
続
ク
ラ
ム
』
と
い
う
思
い
を
誘
発
し
た
の
は
、
先
ず
は
「
兼
平
の
二
度
目
の
説
得
」、
す
な
わ
ち
「
シ
ナ
バ
死
ニ
、
シ
ナ
ズ
ハ
返
リ
参
ラ
ム
。
兼
平
ガ
行
方
ヲ
御
覧
ジ
果
テ
テ
」
に
あ
る
。
義
仲
が
後
ろ
を
返
り
見
た
の
は
、「
サ
リ
ト
モ
今
井
ハ
続
ク
ラ
ム
ト
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
内
「
シ
ナ
バ
死
ニ
」
と
「
兼
平
ガ
行
方
ヲ
御
覧
ジ
果
テ
テ
」
は
い
ず
れ
も
義
仲
の
こ
こ
ろ
の
想
定
外
に
あ
る
。
作
者
の
思
い
描
く
義
仲
に
は
ひ
た
す
ら
「
シ
ナ
ズ
ハ
返
リ
参
ラ
ム
」、
こ
の
兼
平
の
み
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
な
ぜ
に
「
返
リ
参
ラ
ム
」
で
し
か
あ
り
得
な
か
っ
た
か
と
問
え
ば
、
義
仲
の
心
中
は
「
究
極
の
願
望
」
す
な
わ
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
二
四
ち
「
汝
ト
一
所
ニ
テ
」
が
支
配
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。「
義
仲
最
期
」
は
ひ
た
す
ら
「
汝
ト
一
所
ニ
テ
」、
こ
の
願
望
の
結
晶
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
八
兼
平
の
自
害
兼
平
の
最
期
は
四
つ
の
言
葉
伝
承
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
名
乗
り
か
ら
始
ま
る
。
「
聞
キ
ケ
ム
物
ヲ
今
ハ
見
ヨ
。
木
曽
殿
ニ
ハ
乳
母
子
、
信
濃
国
住
人
木
曽
仲
三
権
守
兼
遠
ガ
四
男
、
今
井
四
郎
中
原
兼
平
、
年
ハ
三
十
二
。
サ
ル
者
有
リ
ト
ハ
、
鎌
倉
殿
モ
知
シ
食
シ
タ
ル
ラ
ム
ゾ
。
打
チ
取
リ
テ
見
参
ニ
入
レ
ヤ
、
人
共
」
「
木
曽
殿
ニ
ハ
乳
母
子
」
の
「
乳
母
子
」
は
兼
平
と
義
仲
の
終
生
の
自
覚
で
あ
る
。
延
慶
本
は
今
井
四
郎
兼
平
に
合
わ
せ
て
六
回
「
乳
母
子
」
を
使
用
し
て
い
る
。
義
仲
の
言
葉
に
二
回
、
地
の
文
三
回
、
兼
平
の
自
称
に
一
回
で
あ
る
。
兄
弟
で
は
兄
の
兼
光
に
地
の
文
で
一
回
、
そ
の
他
の
人
物
に
は
「
乳
母
子
」「
乳
人
子
」「
御
乳
母
子
」「
御
乳
人
子
」
合
わ
せ
て
六
人
物
九
例
を
数
え
る
。「
小
宰
相
の
女
房
」
四
回
を
除
く
と
、
他
は
単
発
的
使
用
に
留
ま
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
で
兼
平
こ
そ
は
名
実
と
も
に
「
乳
母
子
」
を
生
き
た
男
の
筆
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
次
は
「
今
井
」
の
問
題
、
仲
三
権
守
中
原
兼
遠
の
息
男
が
「
今
井
」
を
名
乗
る
こ
と
に
な
る
経
緯
は
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い
。
今
日
長
野
県
に
「
今
井
」
を
地
名
と
す
る
地
域
は
四
箇
所
あ
り
、
そ
の
内
の
三
箇
所
に
兼
平
伝
承
が
あ
る
。
義
仲
が
兼
遠
の
元
か
ら
東
信
佐
久
地
方
に
拠
点
を
移
し
、
根
井
小
矢
太
滋
野
幸
親
に
擁
さ
れ
、
そ
の
一
党
と
共
に
や
が
て
横
田
河
原
合
戦
に
出
陣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
今
の
北
佐
久
郡
の
南
端
、
南
佐
久
と
の
境
界
地
域
に
、
南
側
を
千
曲
川
の
自
然
の
要
塞
に
守
ら
れ
た
「
今
井
城
址
」
が
あ
る
。
北
に
根
井
、
西
に
望
月
と
八
嶋
、
南
に
桜
井
、
野
沢
、
志
賀
、
楯
、
臼
田
と
い
う
根
井
配
下
の
豪
族
が
囲
繞
す
る
。
こ
の
城
址
を
『
南
佐
久
郡
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
二
五
誌
』
は
、
今
井
兼
平
伝
承
地
と
し
て
解
説
し
て
い
る
⑷
。
義
仲
の
佐
久
移
動
に
伴
、
当
然
乳
母
子
兼
平
も
随
伴
し
、
根
井
の
周
辺
に
拠
点
を
与
え
ら
れ
、「
今
井
城
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
兼
平
が
な
ぜ
「
今
井
」
と
呼
ば
れ
る
か
の
説
明
に
は
な
り
か
ね
る
。
二
つ
目
に
北
信
千
曲
川
流
域
に
横
田
河
原
合
戦
の
古
跡
、
こ
こ
は
後
世
の
川
中
島
合
戦
と
し
て
そ
の
呼
称
が
一
般
化
す
る
が
、
こ
の
近
く
に
横
田
城
址
が
あ
る
。
今
日
は
周
辺
ま
で
宅
地
が
開
発
さ
れ
、
城
址
は
か
な
り
手
狭
に
な
っ
て
い
る
が
、
小
高
い
盛
り
土
の
城
址
が
あ
る
。
近
く
に
敷
地
の
広
大
な
今
井
神
社
が
営
ま
れ
、
道
路
を
隔
て
た
一
角
に
兼
平
墓
所
が
現
存
す
る
⑸
。
付
近
に
は
義
仲
の
立
派
な
墓
碑
を
据
え
る
区
域
も
あ
る
。
路
傍
に
芭
蕉
の
句
碑
も
残
る
。
延
慶
本
の
詳
細
な
横
田
河
原
合
戦
の
伝
承
に
、
兼
平
の
活
躍
は
語
ら
れ
な
い
の
は
惜
し
い
が
、
義
仲
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
疑
え
な
い
か
ら
、
こ
の
地
域
に
兼
平
伝
承
の
発
生
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
し
か
し
こ
の
地
域
が
な
ぜ
「
今
井
」
な
の
か
と
い
う
考
証
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
本
命
と
し
て
木
曽
か
ら
県
坂
（
鳥
居
峠
）
を
北
に
越
え
、
奈
良
井
川
に
沿
っ
て
流
域
を
北
に
下
る
と
、
当
時
の
「
覚
志
」
か
ら
、
西
に
今
日
の
松
本
空
港
周
辺
に
、
梓
川
の
支
流
鎖
川
か
ら
新
し
く
堰
を
設
け
て
水
路
を
引
く
今
井
地
区
が
あ
る
。
新
し
く
潅
漑
用
水
を
設
け
た
地
域
で
よ
っ
て
「
今
井
」
を
地
域
名
と
す
る
。
今
日
は
「
上
今
井
」
と
「
下
今
井
」
と
に
分
か
れ
、
上
今
井
地
区
に
「
今
井
神
社
」
が
あ
る
。
こ
の
神
社
は
「
筑
摩
神
社
」
の
門
額
も
合
わ
せ
掲
げ
る
。
地
域
の
人
々
は
「
兼
平
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
む
。「
下
今
井
」
の
諏
訪
神
社
に
は
「
兼
平
形
見
石
」
と
呼
ば
れ
る
、
梵
字
を
刻
む
一
メ
ー
ト
ル
余
の
板
碑
が
あ
り
、
近
辺
の
五
行
田
か
ら
掘
り
出
さ
れ
、
長
く
地
域
の
八
幡
神
社
に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
八
幡
宮
の
整
理
で
今
日
の
場
所
に
移
さ
れ
た
と
聞
く
。
近
く
の
宝
積
寺
は
寺
伝
に
「
兼
平
中
興
開
基
の
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
日
こ
の
地
域
に
今
井
姓
は
な
く
仲
原
姓
は
現
存
す
る
。
兼
平
は
山
間
の
木
曽
か
ら
肥
沃
な
北
方
台
地
に
進
出
し
、
義
仲
の
佐
久
移
動
に
際
し
、
義
仲
は
「
木
曽
御
曹
司
」、
兼
平
は
「
今
井
の
四
郎
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
四
男
」
と
あ
り
、
兄
に
「
樋
口
の
次
郎
兼
光
」、
弟
に
「
落
合
五
郎
兼
行
」
が
い
る
。
「
今
井
」
の
呼
称
の
考
証
に
手
間
取
っ
た
が
、
年
齢
三
十
二
歳
は
、『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
義
仲
の
没
年
齢
三
十
一
歳
よ
り
一
歳
年
長
、
ま
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
二
六
さ
に
「
乳
母
子
」
に
該
当
す
る
条
件
を
備
え
る
。
「
サ
ル
者
有
リ
ト
ハ
、
鎌
倉
殿
モ
知
シ
食
シ
タ
ル
ラ
ム
ゾ
」
は
、『
吾
妻
鏡
』
が
参
考
に
な
ろ
う
。
兼
平
の
初
出
は
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
一
月
二
十
日
条
で
、
鎌
倉
軍
勢
の
勢
多
、
宇
治
両
道
攻
略
の
防
戦
相
手
に
、
そ
の
名
前
を
三
郎
先
生
義
広
と
併
記
し
、
同
月
二
十
六
日
条
の
七
条
河
原
の
首
渡
し
に
、「
義
仲
、
忠
直
（
高
梨
）、
兼
平
、
行
親
（
根
井
）」
の
四
人
の
一
人
に
加
え
て
い
る
。
他
に
こ
の
段
階
で
は
囚
人
で
あ
っ
た
兼
光
（
樋
口
）
の
名
前
を
記
す
が
、
概
し
て
義
仲
の
郎
等
の
名
前
の
記
載
は
少
な
い
か
ら
、
兼
平
に
対
す
る
鎌
倉
の
認
識
は
深
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
兼
平
の
二
つ
目
の
言
葉
は
、「
木
曽
打
タ
レ
ヌ
」
の
叫
び
を
耳
に
し
て
問
い
返
す
「
吾
キ
ミ
ヲ
打
チ
奉
ル
人
ハ
誰
人
ゾ
ヤ
。
ソ
ノ
名
ヲ
聞
カ
バ
ヤ
」
で
あ
る
。
最
初
の
言
葉
の
締
め
く
く
り
は
「
打
チ
取
リ
テ
見
参
ニ
入
レ
ヤ
、
人
共
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
兼
平
に
敵
を
「
吾
キ
ミ
ヲ
打
チ
奉
ル
人
」
と
「
人
」
と
呼
ば
せ
て
い
る
。「
者
共
」
で
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
敵
対
者
に
対
す
る
兼
平
の
最
後
の
自
尊
心
が
に
じ
む
。
物
語
本
文
は
そ
の
人
の
名
を
既
に
「
相
模
国
ノ
住
人
・
石
田
小
太
郎
為
久
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
名
は
『
吾
妻
鏡
』
に
は
「
相
模
国
住
人
・
石
田
次
郎
」
と
し
て
記
録
を
止
め
て
、
四
部
合
戦
状
本
は
「
相
模
国
住
人
・
石
田
小
次
郎
為
久
」
と
す
る
。
語
り
本
で
は
「
三
浦
の
石
田
」
と
な
る
。『
三
浦
系
図
』（
続
群
書
類
従
本
）
は
、
三
浦
大
介
義
明
の
次
々
弟
三
郎
為
清
（
芦
品
）
の
嫡
男
為
綱
か
ら
石
田
を
号
し
、
三
郎
為
景
の
次
男
に
為
久
を
記
し
て
「
三
浦
の
石
田
次
男
と
号
し
、
木
曽
義
仲
を
討
ち
取
る
者
な
り
」
と
作
る
。
兼
平
の
問
い
か
け
に
「
名
乗
ル
者
」
は
な
か
っ
た
の
で
、
兼
平
は
敵
の
名
を
知
る
こ
と
な
く
、
第
三
の
言
葉
伝
承
「
軍
シ
テ
モ
今
ハ
何
ニ
カ
セ
ム
」
を
口
に
し
、
第
四
の
言
葉
、
兼
平
の
口
に
し
た
生
涯
最
後
の
言
葉
伝
承
の
主
と
な
る
。
「
日
本
第
一
ノ
甲
ノ
者
ノ
、
主
ノ
御
共
ニ
自
害
ス
ル
。
八
ケ
国
ノ
殿
原
、
見
習
ヒ
給
へ
」
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
二
七
「
甲
（
剛
）
ノ
者
」
は
延
慶
本
に
十
七
例
あ
る
。
自
称
の
用
例
は
少
な
い
が
、「
妹
尾
殿
ノ
郎
等
ニ
宗
俊
ト
云
フ
、
甲
ノ
者
ノ
自
害
ス
ル
、
見
ヨ
ヤ
」（
第
四
・
二
十
「
兼
康
、
木
曽
ト
合
戦
ス
ル
事
」）
は
「
自
害
」
と
「
自
称
」
の
両
面
に
お
い
て
共
通
す
る
事
例
で
あ
る
。「
日
本
第
一
」
に
類
似
す
る
の
は
長
谷
部
信
連
の
「
天
下
第
一
ノ
甲
ノ
者
」（
第
二
中
十
「
平
家
ノ
使
、
宮
ノ
御
所
ニ
押
シ
寄
ス
ル
事
」）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
の
文
で
あ
る
。
自
称
「
日
本
第
一
」
は
孤
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
義
仲
関
連
で
は
既
に
指
摘
し
た
鞆
絵
に
「
究
竟
ノ
甲
ノ
者
」
（
第
五
本
九
「
義
仲
都
ヲ
落
ツ
ル
事
、
付
ケ
タ
リ
義
仲
討
タ
ル
ル
事
」）
が
あ
る
。
兼
平
と
鞆
絵
に
こ
の
評
語
を
呈
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
最
終
場
面
の
は
な
む
け
と
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
兼
平
の
自
害
の
ス
タ
イ
ル
は
、
右
に
引
い
た
「
妹
尾
の
郎
等
・
宗
俊
」
の
「
大
刀
ノ
キ
ッ
サ
キ
ヲ
口
ニ
ク
ク
ミ
テ
、
マ
ッ
逆
ニ
落
チ
テ
、
貫
カ
レ
テ
死
ニ
ケ
リ
」
の
他
に
も
う
一
場
面
あ
る
。
横
田
河
原
合
戦
で
城
四
郎
長
茂
に
与
し
た
富
部
三
郎
家
俊
の
郎
等
・
杵
淵
小
源
太
重
光
は
、
讒
言
に
遇
っ
て
今
は
主
君
家
俊
に
勘
当
の
身
で
あ
っ
た
が
、
富
部
殿
に
一
働
き
し
て
勘
当
を
免
れ
よ
う
と
戦
場
に
馳
せ
参
じ
、
既
に
富
部
殿
討
ち
死
に
と
聞
く
や
、
猛
然
と
敵
に
立
ち
向
か
い
、
敵
数
打
チ
取
リ
テ
、
人
手
ニ
カ
カ
ラ
ム
ヨ
リ
ハ
ト
ヤ
思
ヒ
ケ
ム
、
大
刀
ヲ
口
ニ
サ
シ
ク
ク
ミ
テ
、
逆
ニ
落
チ
テ
、
貫
カ
レ
テ
コ
ソ
死
ニ
ケ
レ
。
（
第
三
本
廿
六
「
城
四
郎
、
木
曽
ト
合
戦
ノ
事
」）
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
場
面
で
あ
る
。「
妹
尾
の
合
戦
」
も
「
横
田
河
原
合
戦
」
も
義
仲
伝
承
の
一
環
で
あ
る
。
よ
っ
て
延
慶
本
は
同
じ
ス
タ
イ
ル
の
自
害
譚
を
義
仲
伝
承
に
三
話
収
録
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
で
は
な
か
ろ
う
。
伝
承
の
古
層
は
三
話
の
い
ず
れ
に
あ
る
か
は
容
易
に
認
定
し
が
た
い
。
兼
平
自
害
が
語
り
本
で
定
番
化
し
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
他
の
二
つ
は
そ
の
模
倣
か
と
推
定
し
て
お
く
。
類
話
と
の
対
照
で
兼
平
伝
承
の
特
記
事
項
は
「
主
ノ
御
共
ニ
」
の
一
句
に
見
出
せ
る
。
三
者
の
死
は
い
ず
れ
も
壮
絶
に
お
い
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
二
八
て
変
わ
り
が
な
い
。
し
か
し
兼
平
の
場
合
、「
主
ノ
御
共
ニ
」
の
放
つ
光
彩
の
ゆ
え
に
、
同
じ
壮
絶
に
悔
い
な
き
生
涯
の
結
晶
を
止
め
得
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
章
最
後
の
一
文
は
「
今
井
自
害
シ
テ
後
ゾ
、
粟
津
ノ
軍
ハ
留
マ
リ
ケ
ル
」
で
あ
る
。「
粟
津
の
い
く
さ
」
に
留
め
を
刺
し
、
即
ち
「
今
井
自
害
」
を
も
っ
て
「
粟
津
い
く
さ
」
の
終
結
宣
言
と
す
る
、
語
り
手
の
「
粟
津
合
戦
観
」
は
、
義
仲
伝
承
の
総
体
に
占
め
る
兼
平
の
重
み
を
伝
え
る
。
し
か
し
義
仲
伝
承
の
完
結
に
は
、
続
く
十
「
樋
口
次
郎
降
人
ト
成
ル
事
」、
十
一
「
師
家
、
摂
政
ヲ
止
メ
ラ
レ
給
フ
事
」、
十
二
「
義
仲
等
ガ
首
渡
ス
事
」
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
延
慶
本
作
者
の
構
想
裡
に
は
、「
二
人
の
乳
母
子
の
末
路
」、
そ
の
「
自
決
」
と
「
打
ち
首
」
を
語
っ
て
は
じ
め
て
、
義
仲
最
期
伝
承
の
完
結
が
あ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
延
慶
本
平
家
物
語
に
取
り
込
ま
れ
た
義
仲
伝
承
の
全
体
像
の
核
心
叙
述
に
終
止
符
を
打
ち
得
た
の
で
あ
り
、
以
降
に
展
開
す
る
作
者
の
厳
し
い
義
仲
批
判
の
文
言
も
連
ね
得
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
「
樋
口
の
物
語
」
は
次
稿
に
譲
る
。
註
⑴
「
平
家
物
語
・
木
曽
義
仲
と
乳
兄
弟
の
物
語
を
紡
ぐ
原
点
│
母
親
の
「
託
孤
」
と
兼
遠
一
族
の
「
野
望
」
│
」（『
平
家
物
語
の
窓
』
第
二
集
所
収
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
、
和
泉
書
院
刊
）
⑵
笹
川
祥
生
氏
「「
剛
の
者
」
の
行
方
」（『
中
世
軍
記
の
展
望
台
』
所
収
、
二
〇
〇
六
年
七
月
、
和
泉
書
院
刊
）
⑶
「
竜
花
越
え
」
は
、
延
慶
本
に
は
、
義
経
暗
殺
に
失
敗
し
た
土
佐
房
昌
俊
の
都
脱
出
の
経
路
と
し
て
も
う
一
度
使
用
さ
れ
て
い
る
（
第
六
末
九
「
土
佐
房
昌
俊
、
判
官
ノ
許
ヘ
寄
ス
ル
事
」）。
⑷
こ
の
地
域
は
、
北
佐
久
郡
の
所
轄
で
あ
る
が
、
編
集
方
針
の
異
な
る
『
北
佐
久
郡
誌
』
は
こ
の
伝
承
を
収
録
し
て
い
な
い
。
⑸
兼
平
の
墓
石
は
風
邪
に
効
き
目
が
あ
る
と
の
伝
承
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
（
た
け
ひ
さ
つ
よ
し
・
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
）
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
木
曽
最
期
」
を
読
む
二
九
